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研究要旨 
 本調査は、令和元年度から開催された「医師の働き方改革を進めるためのタスク・シフト
/シェアの推進に関する検討会」において、現行制度下で実施可能な業務のうち「特に推進
するもの」として取りまとめられた 44 業務のうち看護師、助産師に関する 14 業務につい
て、好事例になりうる事例を収集することを目的に調査研究を行った。 
調査方法は、四病院団体協議会が推薦する病院に対して、取り組み状況の調査を行った。

本年度は新型コロナウイルス感染症への対応に各病院が集中する中で協力を断念する病院
もあったが、17病院からの回答が得られ、計 10２事例を収集することができた。同様の機
能を持つ医療施設においても、業務によりタスク・シフト／シェアが進んでいる業務と進ん
でいない業務があることが確認できた。また、業務によっては急性期機能を持つ医療機関ほ
どタスク・シフト／シェアを行っていることも特徴として確認できた。 
今後は実施率が低い業務を中心に実施できない理由等について調査、分析を行う必要があ

ると考えられる。また、全ての医療施設でタスク・シフト／シェアが実施できるよう普及方
法等についても併せてさらに調査、研究が必要と考えられる。 
また、今年度については、検討会のとりまとめまで至っていない中での時間制約、新型コ

ロナウイルス等の影響により、協力の範囲が限られたが、好事例の収集数を拡大することで、
費用対効果（研修、準備及び時短時間）の詳細な分析につなげられると考える。 
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A. 研究目的 
本調査では、「医師の働き方改革を進めるた

めのタスク・シフト／シェアの推進に関する
検討会」(以下、検討会)において、現行制度
下で実施可能な業務のうち「特に推進するも
の」として取りまとめられた 44 業務のう
ち、看護師、助産師に関する 14業務につい
て、横展開できそうな好事例を収集すること
を目的に調査研究を行った。 

 
B. 研究方法 
四病院団体協議会(以下、「四病協」)が推薦

する病院に対して、検討会においてタスク・シ
フト／シェアを特に推進するものとして示さ
れた看護師、助産師の業務について、特定行為
を除く 14 業務（看護師 12、助産師 2）の事例
提供を依頼した。 
また、検討会において示された業務での実務

において、年齢、性別等の患者属性によって難
易度が異なると考えられるものについては、実
態が明らかになるように 14業務に追加し調査
を実施した。 
・調査期間：2020 年 11 月６日から 11月 30 日 
・依頼病院数：20 病院 
・調査内容：関係する診療科、発生する場面、
取り組み開始時期、業務マニュアル／院内の資
格要件、実施前後の状況の変化、その他（別紙
資料 2） 
 
C. 研究結果 
 四病協から推薦された病院も新型コロナウ
イルス感染症への対応が迫られる中で断念す
るところはあったが、17 病院から計 102 事例
を収集することができた。（表１） 
 
 
 
 

 表１

 

 
 
また、業務別では、以下のとおり事例収集を行
うことができた（別紙資料 1）。 
 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
1 高度急性期 〇 - 〇 〇 - 0～ 0～ - - 新～ - 女 〇 〇
2 高度急性期 〇 〇 - 〇 - - - 15～ - 15～ - 両 - -
3 高度急性期 〇 〇 〇 〇 - 0～ 0～ - 0～ - - 両 - -
4 高度急性期 〇 〇 〇 〇 - 新～ 6～ - 6～ 新～ - 両 〇 -
5 高度急性期 〇 〇 - - - - - - - - - 女 - -
6 急性期 〇 〇 〇 〇 新～ 0～ 0～ 0～ 0～ 新～ - 両 - -
7 急性期 〇 〇 〇 〇 - - - - - - - 両 - -
8 急性期 〇 〇 〇 〇 - - - - - - - 両 - -
9 急性期 〇 〇 〇 - - 0～ - - 0～ 0～ - 両 〇 -
10 急性期 〇 〇 - 〇 - - - - - - - - 〇 〇
11 急性期 〇 〇 - 〇 - 0～ 0～ - 0～ 0～ - 両 〇 -
12 回復期 〇 〇 - 〇 - 0～ 0～ - 0～新～ - 両 〇 -
13 回復期 - - - - - - - - - - - 両 - -
14 回復期 〇 〇 〇 - - - - - - 0～ - 両 - -
15 回復期 〇 〇 〇 〇 - - - - - - - 両 - -
16 慢性期 - - - - - - - - - - 15～ - - -
17 慢性期 〇 - - - - - - - - - - 女 - -

15 13 9 11 1 7 6 2 6 8 1 15 6 2
※業務№内の表記：
「〇」・・・実施
「－」・・・未実施
「新～」・・・新生児以上の患者に実施
「０～」・・・０歳児以上の患者に実施
「６～」・・・6歳以上の患者を実施、
「１５～」・・・15歳以上の患者に実施
「両」・・・男性、女性両方ともに実施
「女」・・・女性のみに実施

医療
施設№

機能
業務№

実施施設数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
1 日本病院会 急性期 〇 〇 〇 〇 新～ 0～ 0～ 0～ 0～ 新～ - 両 - -
2 全日本病院協会 急性期 〇 〇 〇 〇 - - - - - - - 両 - -
3 医療法人協会 回復期 - - - - - - - - - - - 両 - -
4 全日本病院協会 急性期 〇 〇 〇 - - 0～ - - 0～ 0～ - 両 〇 -
5 日本病院会 高度急性期 〇 - 〇 〇 - 0～ 0～ - - 新～ - 女 〇 〇
6 日本病院会 高度急性期 〇 〇 - 〇 - - - 15～ - 15～ - 両 - -
7 医療法人協会 回復期 〇 〇 〇 - - - - - - 0～ - 両 - -
8 全日本病院協会 急性期 〇 〇 - 〇 - - - - - - - - 〇 〇
9 全日本病院協会 急性期 〇 〇 - 〇 - 0～ 0～ - 0～ 0～ - 両 〇 -
10 日本病院会 高度急性期 〇 〇 〇 〇 - 0～ 0～ - 0～ - - 両 - -
11 日本病院会 高度急性期 〇 〇 〇 〇 - 新～ 6～ - 6～ 新～ - 両 〇 -
11 医療法人協会 慢性期 - - - - - - - - - - 15～ - - -
12 日本病院会 高度急性期 〇 〇 - - - - - - - - - 女 - -
14 医療法人協会 回復期 〇 〇 〇 〇 - - - - - - - 両 - -
15 医療法人協会 慢性期 〇 - - - - - - - - - - 女 - -
16 日本病院会 回復期 〇 〇 - 〇 - 0～ 0～ - 0～新～ - 両 〇 -
17 日本病院会 急性期 〇 〇 〇 〇 - - - - - - - 両 - -

15 13 9 11 1 7 6 2 6 8 1 15 6 2
※業務№内の表記：
「〇」・・・実施
「－」・・・未実施
「新～」・・・新生児以上の患者に実施
「０～」・・・０歳児以上の患者に実施
「６～」・・・6歳以上の患者を実施、
「１５～」・・・15歳以上の患者に実施
「両」・・・男性、女性両方ともに実施
「女」・・・女性のみに実施

実施施設数

業務№医療
施設№

推薦団体 機能
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表 2．看護・助産師へのタスク・シフト推奨 14 業務 
業

務

№ 

 

業務名称 

事 

例 

数 

１ 医師の指示に基づき、医師の事前の処方

の下、事前に取り決めたプロトコールに

沿って薬剤を投与する 

15 

２ 医師の指示に基づき、事前に取り決めた

プロトコールに沿って採血・検査を行う 

13 

３ 救急外来において、医師が予め患者の範

囲を示して事前の指示や取り決めたプロ

トコールに基づき、医学的 検査のため

の血液検査の検査オーダーの入力・採血・

検査の実施を行う 

9 

４ 血管撮影・血管内治療中の介助/IVR(画像

下治療）の介助（終了後の圧迫止血・止血

確認・圧迫解除を含む） 

11 

５ 新生児・小児の、ワクチン接種 1 

６ 新生児・小児の、皮下注射・筋肉注射・静

脈注射 

7 

７ 新生児・小児の、静脈採血 6 

８ 新生児・小児／一般患者別の、動脈路から

の採血 

2 

９ 新生児・小児の、静脈路確保 6 

10 新生児・小児／一般患者別の、静脈ライ

ン・動脈ラインの抜去及び止血 

8 

11 新生児・小児／一般患者別の、末梢留置型

中心静脈注射用カテーテルの抜去 

1 

12 男性・女性別の、尿道カテーテル留置 15 

13 助産師外来＜低リスク妊婦の妊婦健診

（一部）＞ 

6 

14 院内助産システム＜低リスク妊婦
の分娩管理（一部）＞ 

2 

合計 102 
 
 
 

D. 考察 
本研究の結果、表 2 に示した業務№1 から№

4 では多くの事例を収集することができたが、
同様の機能を持つ病院においてもタスク・シフ
ト／シェアを実施している病院と実施してい
ない病院があることが確認できた。また、急性
期機能を持つ病院ほどタスク・シフト／シェア
を実施できていることも特徴であると考えら
れた。 

 
上記より、今後は、実施割合の多い急性期病

院における、研修体制、業務マニュアル等を一
般化して急性期病院間で共有することに加え
て、回復期機能や慢性期機能を担う病院にタス
ク・シフト／シェアが拡大できる可能性がある
ことを確認できた。 
また、年齢別に収集した業務（業務№5から

№11）で実施状況を確認したところ、業務№5
「新生児・小児の、ワクチン接種」、業務№8「新
生児・小児／一般患者別の、動脈路からの採血」、
業務№11「新生児・小児／一般患者別の、末梢
留置型中心静脈注射用カテーテルの抜去」につ
いて収集できた事例数は少なかった。これら３
業務をタスク・シフト／シェアする場合、その
内容そのものに一定のハードルがあるのか、患
者の年齢等に応じて実施しにくくなるのか、何
か具体的な課題があるのか等、理由について、
今後も多くの事例を収集した上で明らかにし
ていく必要があると考えられた。 
さらに、男女別に行っている業務（業務№12）

の収集状況から実施に関する状況を確認した
ところ、大半が男女両方ともに実施しているこ
とが判明した。 
今年度については、検討会のとりまとめまで

至っていない中での時間的制約、新型コロナウ
イルス等の影響により、協力の範囲が限られた。
今後、好事例の収集数を拡大することで、タス
ク・シフト／シェア実現までの研修、マニュア
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ル整備等の実態を明らかにし、費用対効果（研
修、準備及び時短時間）も視野に入れた調査の
枠組みについて検討できる貴重な基礎資料が
得られた。 

 
E. 結論 
本研究では、医師の時短に資するタスク・シ

フト／シェアの好事例が、受け手である職能団
体から収集され、医師側からの評価を得ること
で、令和 3 年度に設置が予定される「評価機能」
や、都道府県医療勤務環境改善支援センターが
病院に対して行う助言において活用する基礎
資料が得られた。 
検討会において、現行制度の下で実施可能な

業務のうち、特に推進するものとして 44 業務
が選定されたことで、現行制度の下においても
さらに医師からのタスク・シフト／シェアが推
進されていくと考えられる。 

 
F. 健康危険情報 
なし（非該当） 

 
G. 研究発表 
なし 

 
H. 知的財産権の出願・登録状況 
 該当無し。 
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医師の指示に基づき、医師の事前の

処方の下、事前に取り決めたプロト

コールに沿って薬剤を投与する
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現

行

担

当

し

て

い

る

職

種

（

医

師

）

に

よ

る

、

教

育

・

研

修

の

実

施

そ

の

他

I

C

T

導

入

等

に

よ

る

業

務

全

体

の

見

直

し

や

縮

減

元

来

の

業

務

の

担

当

職

種

の

見

直

し

現

行

担

当

し

て

い

る

職

種

か

ら

、

そ

の

他

の

職

種

へ

の

タ

ス

ク

・

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

推

進

そ

の

他

1 注射・内服・座薬　痛み止め　発熱指示　1回入力 5.0 - 5.0 -

2 注射　痛み止め　発熱指示　薬剤の払い出し - 20.0 - 20.0

3 注射　痛み止め　発熱指示の投与　準備 - 15.0 - 15.0

4 注射　痛み止め　発熱指示を患者へ投与 - 15.0 - 15.0

5 患者・家族への説明 5.0 5.0 5.0 5.0

1 包括指示(プロトコール)内で薬剤投与 5.0 20.0 - 20.0

2 包括指示(プロトコール)内で薬剤量調整 5.0 - - 5.0

3 包括指示(プロトコール)内で薬剤調整後の患者観察 10.0 25.0 - 25.0

4 包括指示(プロトコール)内で薬剤調整後の患者観察の記録 - 5.0 - 5.0

1 一般指示による処方 20.0 30.0 - 10.0

2 口頭指示による処方 20.0 30.0 5.0 10.0

1 医師指示画面で投与薬剤を確認 不明 1.0 - 1.0

2 薬剤カートから薬剤を取り出す 不明 1.0 - 1.0

3 患者氏名、投与薬剤を確認する 不明 1.0 - 1.0

4 薬剤をトレイに準備 不明 1.0 - 1.0

5 患者訪室　説明 不明 2.0 - 2.0

6 患者に薬剤投与 不明 1.0 - 1.0

7 薬剤投与実施入力 不明 1.0 - 1.0

8 患者の状態観察 不明 3.0 - 3.0

9 物品片づけ 不明 2.0 - 2.0

10 看護記録入力 不明 3.0 - 3.0

1 主に頓服薬の投与 - - - 5.0

1 - - - -

1 - - - -

1 - - - -

1 内服　指示だし、指示受け 2.0 2.0 2.0 2.0

2 内服　準備、確認 - 5.0 - 5.0

3 内服　実施 - 2.0 - 2.0

1 バイタル・状態の確認、電子カルテ入力 - 10.0 - 10.0

2 医師への連絡 5.0 5.0 - -

3 医師指示入力 10.0 - - -

4 医師指示の確認、指示書の印刷 - 5.0 - 5.0

5 薬剤準備、薬剤の確認 - 5.0 - 5.0

6 患者確認、バイタル、状態の確認 - 5.0 - 5.0

7 薬剤の使用や副作用について説明 - 2.0 - 2.0

8 患者誤認防止システムで確認 - 1.0 - 1.0

9 薬剤投与 - 1.0 - 1.0

10 バイタル・状態の確認、電子カルテ入力 - 3.0 - 3.0

1 カルテに必要時指示・指示コメントを入力する 3.0 - 3.0 -

2 患者の状態観察 3.0 - - 5.0

3 患者へ薬剤投与の説明 3.0 - - 3.0

4 患者の状態と事前指示の内容確認 3.0 - - 3.0

5 事前に指示された薬剤の確認と準備 5.0 - - 8.0

6 薬剤の投与 5.0 - - 5.0

7 薬剤用予後の観察 5.0 - - 15.0

1 処方箋に基づいて薬剤を確認する。 3.0 - - 3.0

2 薬剤をダブルチェックで確認する。 - - - 4.0

3 患者確認をする。 2.0 2.0 - 2.0

4 患者に説明する。 3.0 - - 3.0

5 薬剤投与ルートを確保する。 5.0 - - 5.0

6 薬剤を投与する。 3.0 - - 3.0

7 薬剤投与後の患者状態を確認する。 5.0 5.0 - 5.0

1 - - - -

1 静脈注射 - 20.0 - 15.0

1 排便コントロール - - - 5.0

2 スキンケア - - - 10.0

3 鎮痛緩和 - - - 5.0

20.0500 - - -

15.020 - 20.0 -

- - - --

21.0 7.0 - 25.02,000- - - - - -

3,000 27.0 - 3.0- - -

15.0 37.0 - 32.067

9.0 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

1,000 2.0 9.0 2.0

- - - --

-- - - - ✔

- - - --

- - - - - 5.0- - - - -

2,500

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

- 16.0 - 16.0

20.03,000 40.0 60.0 5.0- - - - - -

- - - - - -

150- - - -- -

100 10.0 55.0 10.0

20.0 50.0 -

医師 移管先職種 医師 移管先職種

55.0

№ 詳細業務

タスクシフト前

※業務1回当り時短時間（分）

月当り発

生件数

- - - - - -

タスクシフトの効果

タスクシフト後

※業務１回当り時短時間（分）

タスク・シフト／シェア前後の変化

１. タスク・シフ

ト／シェアを行う

に至った理由

（複数回答可）

２. 推進責任者

（複数回答可）

３. タスク・シフトを実現するにあたり、特に重要な

役割を果たしたと思われる項目（複数回答可）

病

院

全

体

と

し

て

推

し

進

め

た

該

当

（

個

別

）

診

療

科

の

医

師

か

ら

の

要

請

医

師

以

外

の

医

療

従

事

者

か

ら

の

要

請

そ

の

他

医

師

（

該

当

診

療

科

の

部

長

）

医

師

以

外

の

医

療

従

事

者

（

医

師

以

外

の

該

当

部

長

）

各

種

委

員

会

そ

の

他

職員の意識（タスク・

シフト／シェアへの

理解）

技術

（質の担保）

余力の確保または

捻出

55.0

39.0

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

実施患者の年齢

新

生

児

0

歳

児

1

～

3

歳

4

～

6

歳

6

歳

～

1

5

歳

1

5

歳

以

上

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔

✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔
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リ

ハ

ビ

リ

室

そ

の

他

手

術

室

内

視

鏡

室

病

理

室

院

内

薬

局

放

射

線

検

査

室

血

管

造

影

室

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

科

そ

の

他

外

来

病

棟

救

急

室

集

中

治

療

室

気

管

食

道

科

放

射

線

科

麻

酔

科

心

療

内

科

ア

レ

ル

ギ

ー

科

リ

ウ

マ

チ

科

肛

門

科

産

婦

人

科

産

科

婦

人

科

眼

科

耳

鼻

咽

喉

科

心

臓

血

管

外

科

小

児

外

科

皮

膚

泌

尿

器

科

皮

膚

科

泌

尿

器

科

性

病

科

外

科

職種
業務

項番
業務内容

施設

№
脳

神

経

外

科

呼

吸

器

外

科

全

診

療

科

内

科

精

神

科

神

経

科

神

経

内

科

呼

吸

器

科

５

年

以

上

前

無
有

り
無

有

り
合計

診療科 主な場所

1

年

以

内

2

年

以

内

3

年

以

内

消

化

器

科

胃

腸

科

循

環

器

科

小

児

科

院内資

整

形

外

科

形

成

外

科

美

容

外

科

一

次

二

次

三

次

未

実

施

救急機能 病床数 発生する場面 取組時期 業務マニュア

✔ ✔✔✔25715 ✔

✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔✔ ✔✔✔ ✔✔✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔17814 ✔

✔ ✔ ✔✔✔ ✔✔✔✔1099-② ✔

✔✔ ✔✔✔✔✔ ✔✔1099-① ✔

✔ ✔✔✔ ✔ ✔✔203

193 ✔

8 ✔

✔✔ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔7 ✔

✔ ✔ ✔✔✔ ✔ ✔✔5206 ✔

✔ ✔ ✔✔✔ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔ ✔✔4604 ✔ ✔ ✔

✔✔ ✔✔✔ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔1,0973 ✔ ✔ ✔

307 ✔✔ ✔✔✔ ✔✔✔✔ ✔

看護師 ③

救急外来において、医師が予め患者

の範囲を示して事前の指示や取り決

めたプロトコールに基づいて、

・医学的検査のための血液検査の検

査オーダーの入力

・採血・検査の実施

1 ✔

✔ ✔ ✔✔25715 ✔

✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔✔ ✔✔✔ ✔✔✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔17814 ✔

✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔ ✔✔✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔21012 ✔

✔ ✔ ✔✔✔✔✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔✔733

426

11 ✔

✔✔ ✔✔✔10 ✔

✔ ✔ ✔✔✔ ✔ ✔✔ ✔✔✔✔1099 ✔

✔✔ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔ ✔203 ✔8 ✔

✔ ✔ ✔✔✔ ✔ ✔✔ ✔✔193

520 ✔

7 ✔

✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔6 ✔

✔ ✔ ✔✔✔ ✔ ✔✔5405 ✔ ✔

✔✔ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔4604 ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔✔✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔✔1,0973 ✔ ✔ ✔

✔✔ ✔✔ ✔380 ✔2 ✔

看護師 ②

医師の指示に基づき、事前に取り決

めたプロトコールに沿って採血・検

査を行う

3／14
3-《参考資料》別紙資料１-3



職種
業務

項番
業務内容

施設

№

15

14

9-②

9-①

8

7

6

4

3

看護師 ③

救急外来において、医師が予め患者

の範囲を示して事前の指示や取り決

めたプロトコールに基づいて、

・医学的検査のための血液検査の検

査オーダーの入力

・採血・検査の実施

1

15

14

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

看護師 ②

医師の指示に基づき、事前に取り決

めたプロトコールに沿って採血・検

査を行う

個別業務

［分］

合計

［分］

個別業務

［分］

合計

［分］

個別業務

［分］

合計

［分］

個別業務

［分］

合計

［分］

タ

ス

ク

・

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

を

推

進

す

る

と

い

う

意

識

の

醸

成

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

す

る

側

の

意

識

改

革

（

業

務

を

手

放

す

）

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

さ

れ

る

側

の

意

識

改

革

（

合

意

形

成

）

各

部

門

責

任

者

等

へ

の

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

研

修

･

意

識

改

革

そ

の

他

新

た

に

担

当

す

る

業

務

の

導

入

に

向

け

た

院

内

研

修

の

実

施

現

行

担

当

し

て

い

る

職

種

（

医

師

）

に

よ

る

、

教

育

・

研

修

の

実

施

そ

の

他

 

I

C

T

 

導

入

等

に

よ

る

業

務

全

体

の

見

直

し

や

縮

減

元

来

の

業

務

の

担

当

職

種

の

見

直

し

現

行

担

当

し

て

い

る

職

種

か

ら

、

そ

の

他

の

職

種

へ

の

タ

ス

ク

・

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

推

進

そ

の

他

医師 移管先職種 医師 移管先職種

№ 詳細業務

タスクシフト前

※業務1回当り時短時間（分）

月当り発

生件数

タスクシフトの効果

タスクシフト後

※業務１回当り時短時間（分）

タスク・シフト／シェア前後の変化

１. タスク・シフ

ト／シェアを行う

に至った理由

（複数回答可）

２. 推進責任者

（複数回答可）

３. タスク・シフトを実現するにあたり、特に重要な

役割を果たしたと思われる項目（複数回答可）

病

院

全

体

と

し

て

推

し

進

め

た

該

当

（

個

別

）

診

療

科

の

医

師

か

ら

の

要

請

医

師

以

外

の

医

療

従

事

者

か

ら

の

要

請

そ

の

他

医

師

（

該

当

診

療

科

の

部

長

）

医

師

以

外

の

医

療

従

事

者

（

医

師

以

外

の

該

当

部

長

）

各

種

委

員

会

そ

の

他

職員の意識（タスク・

シフト／シェアへの

理解）

技術

（質の担保）

余力の確保または

捻出

実施患者の年齢

新

生

児

0

歳

児

 

1

～

3

歳

4

～

6

歳

6

歳

～

1

5

歳

1

5

歳

以

上

1 医師の指示を確認する(血液培養検査に限る) - 5.0 - 5.0

2 血液培養検査の準備をする - 5.0 - 5.0

3 患者に説明し血液培養検査を採取する 20.0 20.0 - 15.0

4 血液培養の検体を提出する - 5.0 - 5.0

1 採血 10.0 - - 10.0

2 心電図 10.0 - - 10.0

1 必要物品の準備 不明 3.0 - 3.0

2 検査指示と患者氏名検査スピッツの照合 不明 1.0 - 1.0

3 訪室　検査説明 不明 2.0 - 2.0

4 患者本人と検査スピッツの照合 不明 1.0 - 1.0

5 シリンジに採血の実施 不明 5.0 - 5.0

6 シリンジからスピッツへ分注 不明 3.0 - 3.0

7 抜針部を圧迫止血 不明 3.0 - 3.0

8 物品片づけ 不明 3.0 - 3.0

9 検体提出 不明 3.0 - 3.0

10 看護記録入力 不明 3.0 - 3.0

1 主に病棟における採血業務 - - - 15.0

1 - - - -

1 - - - -

1 - - - -

1 採血　指示だし、指示受け 2.0 2.0 2.0 2.0

2 採血　準備、確認 - 5.0 - 5.0

3 採血　実施 - 7.0 - 7.0

1 バイタル・状態の確認、電子カルテ入力 - 10.0 - 10.0

2 医師への連絡 5.0 5.0 - -

3 医師指示入力 5.0 - - -

4 医師指示の確認、指示書の印刷 - 3.0 - 5.0

5 検体容器準備と確認 - 3.0 - 3.0

6 患者確認、バイタル、状態の確認 - 5.0 - 5.0

7 検査ついて説明 - 2.0 - 2.0

8 患者確認 - 1.0 - 1.0

9 血液培養検体実施 - 10.0 - 10.0

10 バイタル・状態の確認、電子カルテ入力 - 3.0 - 3.0

1 カルテに必要時指示・指示コメントを入力する 3.0 - 3.0 -

2 患者の状態観察 3.0 - - 5.0

3 患者へ採血の説明 3.0 - - 3.0

4 患者の状態と事前指示の内容確認 3.0 - - 3.0

5 事前に指示された採血項目の確認と準備 5.0 - - 5.0

6 採血の実施 5.0 - - 5.0

1 指示を確認する 3.0 - - 3.0

2 検査に必要な物品を準備する 3.0 - - 3.0

3 患者を確認する 3.0 - - 3.0

4 検査説明をする 4.0 - - 4.0

5 検査を実施する 5.0 - - 5.0

1 - - - -

1 採血 - 13.0 - 5～10

1 採血・検査の指示　オーダー入力 5.0 - 5.0 -

2 採血の説明 5.0 5.0 5.0 5.0

3 採血の準備 - 10.0 - 10.0

4 採血　医師・看護師共に行う 10.0 10.0 10.0 10.0

5 採血後の片付け - 5.0 - 5.0

6 検体掲出 - 10.0 - 10.0

1 採血 10.0 - - 10.0

2 動脈血の検査 5.0 - - 5.0

3 INRの検査 5.0 - - 5.0

1 必要物品の準備 不明 3.0 - 3.0

2 検査指示と患者氏名検査スピッツの照合 不明 1.0 - 1.0

3 訪室　検査説明 不明 2.0 - 2.0

4 患者本人と検査スピッツの照合 不明 1.0 - 1.0

5 シリンジに採血の実施 不明 5.0 - 5.0

6 シリンジからスピッツへ分注 不明 1.0 - 1.0

7 抜針部を圧迫止血 不明 3.0 - 3.0

8 物品片づけ 不明 3.0 - 3.0

9 検体提出 不明 3.0 - 3.0

10 看護記録入力 不明 5.0 - 5.0

1 - - - -

1 - - - -

1 - - - -

1 採血　指示だし、指示受け 2.0 2.0 2.0 2.0

2 採血　準備、確認 - 5.0 - 5.0

3 採血　実施 - 5.0 - 5.0

1 心電図　指示だし、指示受け 2.0 2.0 2.0 2.0

2 心電図　準備、確認 - 5.0 - 5.0

3 心電図　実施 - 5.0 - 5.0

1 - - - -

1 採血 - 7.0 - 5.0- 7.0 - 5.030

-- - - -

2.0 12.0 2.0 12.0-

12.0- 2.0 12.0 2.0

- - - --

-- - - -

- - - --

- 27.0 - 27.02,500

20.0672 20.0 - -

40.0 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔15 20.0 40.0 20.0

- 13.0 - -300

-- - - -

18.02,500 18.0 - -

22.0 - 3.0 21.0150

39.02 10.0 42.0 -

2.0 14.0 2.0 14.0650

-- - - -

- - - --

-- - - -

- - - 15.07,200

27.03,500 - 27.0 -

20.0 - - 20.0520

30.010 20.0 35.0 -- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔
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リ

ハ

ビ

リ

室

そ

の

他

手

術

室

内

視

鏡

室

病

理

室

院

内

薬

局

放

射

線

検

査

室

血

管

造

影

室

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

科

そ

の

他

外

来

病

棟

救

急

室

集

中

治

療

室

気

管

食

道

科

放

射

線

科

麻

酔

科

心

療

内

科

ア

レ

ル

ギ

ー

科

リ

ウ

マ

チ

科

肛

門

科

産

婦

人

科

産

科

婦

人

科

眼

科

耳

鼻

咽

喉

科

心

臓

血

管

外

科

小

児

外

科

皮

膚

泌

尿

器

科

皮

膚

科

泌

尿

器

科

性

病

科

外

科

職種
業務

項番
業務内容

施設

№
脳

神

経

外

科

呼

吸

器

外

科

全

診

療

科

内

科

精

神

科

神

経

科

神

経

内

科

呼

吸

器

科

５

年

以

上

前

無
有

り
無

有

り
合計

診療科 主な場所

1

年

以

内

2

年

以

内

3

年

以

内

消

化

器

科

胃

腸

科

循

環

器

科

小

児

科

院内資

整

形

外

科

形

成

外

科

美

容

外

科

一

次

二

次

三

次

未

実

施

救急機能 病床数 発生する場面 取組時期 業務マニュア

✔ ✔ ✔✔ ✔✔✔5206 ✔看護師 ⑤ 新生児・小児の、ワクチン接種

✔ ✔ ✔✔✔✔25715 ✔

✔ ✔ ✔210 ✔✔ ✔✔ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔✔✔ ✔ ✔ ✔ ✔✔12 ✔

✔ ✔ ✔✔✔ ✔✔✔✔73311 ✔

✔✔ ✔✔✔✔ ✔✔ ✔42610 ✔

203 ✔ ✔✔ ✔✔ ✔8 ✔

✔ ✔ ✔✔✔✔1937 ✔

✔✔ ✔✔✔✔ ✔✔ ✔✔ ✔5206 ✔

✔✔ ✔✔✔✔ ✔✔✔4604 ✔ ✔ ✔

✔ ✔✔ ✔✔✔✔✔✔ ✔✔1,097

✔380

3 ✔ ✔ ✔

✔✔ ✔✔✔ ✔✔✔✔✔2 ✔

✔ ✔ ✔✔✔307

看護師 ④

血管撮影・血管内治療中の介助・

IVR(画像下治療）の介助

（終了後の圧迫止血・止血確認・圧

迫解除を含む）

1 ✔ ✔ ✔
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職種
業務

項番
業務内容

施設

№

6看護師 ⑤ 新生児・小児の、ワクチン接種

15

12

11

10

8

7

6

4

3

2

看護師 ④

血管撮影・血管内治療中の介助・

IVR(画像下治療）の介助

（終了後の圧迫止血・止血確認・圧

迫解除を含む）

1

個別業務

［分］

合計

［分］

個別業務

［分］

合計

［分］

個別業務

［分］

合計

［分］

個別業務

［分］

合計

［分］

タ

ス

ク

・

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

を

推

進

す

る

と

い

う

意

識

の

醸

成

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

す

る

側

の

意

識

改

革

（

業

務

を

手

放

す

）

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

さ

れ

る

側

の

意

識

改

革

（

合

意

形

成

）

各

部

門

責

任

者

等

へ

の

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

研

修

･

意

識

改

革

そ

の

他

新

た

に

担

当

す

る

業

務

の

導

入

に

向

け

た

院

内

研

修

の

実

施

現

行

担

当

し

て

い

る

職

種

（

医

師

）

に

よ

る

、

教

育

・

研

修

の

実

施

そ

の

他

 

I

C

T

 

導

入

等

に

よ

る

業

務

全

体

の

見

直

し

や

縮

減

元

来

の

業

務

の

担

当

職

種

の

見

直

し

現

行

担

当

し

て

い

る

職

種

か

ら

、

そ

の

他

の

職

種

へ

の

タ

ス

ク

・

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

推

進

そ

の

他

医師 移管先職種 医師 移管先職種

№ 詳細業務

タスクシフト前

※業務1回当り時短時間（分）

月当り発

生件数

タスクシフトの効果

タスクシフト後

※業務１回当り時短時間（分）

タスク・シフト／シェア前後の変化

１. タスク・シフ

ト／シェアを行う

に至った理由

（複数回答可）

２. 推進責任者

（複数回答可）

３. タスク・シフトを実現するにあたり、特に重要な

役割を果たしたと思われる項目（複数回答可）

病

院

全

体

と

し

て

推

し

進

め

た

該

当

（

個

別

）

診

療

科

の

医

師

か

ら

の

要

請

医

師

以

外

の

医

療

従

事

者

か

ら

の

要

請

そ

の

他

医

師

（

該

当

診

療

科

の

部

長

）

医

師

以

外

の

医

療

従

事

者

（

医

師

以

外

の

該

当

部

長

）

各

種

委

員

会

そ

の

他

職員の意識（タスク・

シフト／シェアへの

理解）

技術

（質の担保）

余力の確保または

捻出

実施患者の年齢

新

生

児

0

歳

児

 

1

～

3

歳

4

～

6

歳

6

歳

～

1

5

歳

1

5

歳

以

上

1 終了直後の止血確認 3.0 - 3.0 -

2 終了直後の圧迫 5.0 - 5.0 -

3 圧迫解除 - 15.0 - 15.0

4 圧迫解除後の止血確認 - 3.0 - 3.0

5 圧迫解除後の安静度の説明 5.0 - - 10.0

1 止血確認・バイタルサインチェックと共に圧迫解除 3.0 5.0 - 10.0

2 最終止血確認 2.0 2.0 2.0 5.0

1 圧迫止血 30.0 - - 30.0

1 検査台準備 不明 10.0 - 10.0

2 必要物品準備 不明 10.0 - 10.0

3 患者申し送り 不明 3.0 - 3.0

4 術中介助(例：心臓カテーテル検査の場合) 不明 20.0 - 20.0

5 　バイタル 不明 10.0 - 10.0

6 　薬剤投与 不明 5.0 - 5.0

7 　術中観察 不明 20.0 - 20.0

8 刺入部　圧迫 不明 3.0 - 3.0

9 患者申し送り 不明 5.0 - 5.0

10 看護記録　片づけ 不明 30.0 - 30.0

1 - - - -

1 - - - -

1 - - - -

1 事前検査のデータ収集・内服薬や血管撮影検査・治療指示の入力の有無の 10.0 - - 10.0

2 カテーテル装置及び検査台の位置調整 1.0 - - 1.0

3 患者への検査中の注意事項説明 1.0 - - 1.0

4 患者への検査進行状況の説明 1.0 - - 1.0

5 患者状態変化時など、末梢静脈ラインからの薬剤投与 1.0 - - 1.0

6 イメージングシステム操作・計測 10.0 - - 10.0

7 止血器具を使用した止血 1.0 - - 1.0

8 所見代行入力 5.0 - - 5.0

1 圧迫部位の止血確認 15.0 - - 15.0

2 圧迫の解除 5.0 - - 5.0

1 指示を確認する - 3.0 - 3.0

2 患者を確認する 3.0 3.0 - 3.0

3 必要物品を準備する - 10.0 - 10.0

4 バイタルサインを測定する - 2.0 - 2.0

5 検査中の監査観察、 10.0 10.0 - 10.0

6 刺入部を確認する 3.0 - - 3.0

7 圧迫解除する。 3.0 - - 3.0

8 圧迫する 5.0 - - 5.0

9 刺入部に絆創膏をはる - 2.0 - 2.0

10 圧迫解除後の患者状態を観察する。 - 3.0 - 3.0

1 IVR介助 - 70.0 - 60.0

1 - - - -- - - --

- 70.0 - 60.08

44.040 24.0 33.0 -

20.0 - - 20.0140

30.050 30.0 - -

- ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔- - - -

- - - --

-- - - -

116.0114 - 116.0 -

30.0 - - 30.0100

15.0160 5.0 7.0 2.0

13.0 18.0 8.0 28.035- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

✔ ✔ ✔ ✔ -

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔

✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔
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リ

ハ

ビ

リ

室

そ

の

他

手

術

室

内

視

鏡

室

病

理

室

院

内

薬

局

放

射

線

検

査

室

血

管

造

影

室

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

科

そ

の

他

外

来

病

棟

救

急

室

集

中

治

療

室

気

管

食

道

科

放

射

線

科

麻

酔

科

心

療

内

科

ア

レ

ル

ギ

ー

科

リ

ウ

マ

チ

科

肛

門

科

産

婦

人

科

産

科

婦

人

科

眼

科

耳

鼻

咽

喉

科

心

臓

血

管

外

科

小

児

外

科

皮

膚

泌

尿

器

科

皮

膚

科

泌

尿

器

科

性

病

科

外

科

職種
業務

項番
業務内容

施設

№
脳

神

経

外

科

呼

吸

器

外

科

全

診

療

科

内

科

精

神

科

神

経

科

神

経

内

科

呼

吸

器

科

５

年

以

上

前

無
有

り
無

有

り
合計

診療科 主な場所

1

年

以

内

2

年

以

内

3

年

以

内

消

化

器

科

胃

腸

科

循

環

器

科

小

児

科

院内資

整

形

外

科

形

成

外

科

美

容

外

科

一

次

二

次

三

次

未

実

施

救急機能 病床数 発生する場面 取組時期 業務マニュア

✔✔ ✔✔✔5206 ✔

380 ✔ ✔✔ ✔✔ ✔2 ✔
看護師 ⑧

（新生児・小児／一般患者別の）動

脈路からの採血

✔ ✔ ✔✔✔ ✔✔210

733 ✔

12 ✔

✔✔ ✔✔ ✔ ✔11 ✔

✔✔ ✔✔ ✔✔1099 ✔

✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔✔5206 ✔

✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔✔✔✔4604 ✔ ✔ ✔

✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔✔✔✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔1,0973 ✔ ✔ ✔

✔307 ✔✔ ✔✔ ✔✔ ✔✔✔ ✔ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔✔ ✔✔ ✔

看護師 ⑦ 新生児・小児の、静脈採血

1 ✔

✔✔ ✔✔ ✔✔21012 ✔

✔ ✔ ✔✔ ✔✔73311 ✔

520 ✔ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔6 ✔

✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔✔✔✔ ✔4604 ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔✔✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔✔✔ ✔✔ ✔ ✔✔1,0973 ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔✔✔✔307

看護師 ⑥
新生児・小児の、皮下注射・筋肉注

射・静脈注射

1 ✔ ✔ ✔
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職種
業務

項番
業務内容

施設

№

6

2
看護師 ⑧

（新生児・小児／一般患者別の）動

脈路からの採血

12

11

9

6

4

3

看護師 ⑦ 新生児・小児の、静脈採血

1

12

11

6

4

3

看護師 ⑥
新生児・小児の、皮下注射・筋肉注

射・静脈注射

1

個別業務

［分］

合計

［分］

個別業務

［分］

合計

［分］

個別業務

［分］

合計

［分］

個別業務

［分］

合計

［分］

タ

ス

ク

・

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

を

推

進

す

る

と

い

う

意

識

の

醸

成

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

す

る

側

の

意

識

改

革

（

業

務

を

手

放

す

）

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

さ

れ

る

側

の

意

識

改

革

（

合

意

形

成

）

各

部

門

責

任

者

等

へ

の

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

研

修

･

意

識

改

革

そ

の

他

新

た

に

担

当

す

る

業

務

の

導

入

に

向

け

た

院

内

研

修

の

実

施

現

行

担

当

し

て

い

る

職

種

（

医

師

）

に

よ

る

、

教

育

・

研

修

の

実

施

そ

の

他

 

I

C

T

 

導

入

等

に

よ

る

業

務

全

体

の

見

直

し

や

縮

減

元

来

の

業

務

の

担

当

職

種

の

見

直

し

現

行

担

当

し

て

い

る

職

種

か

ら

、

そ

の

他

の

職

種

へ

の

タ

ス

ク

・

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

推

進

そ

の

他

医師 移管先職種 医師 移管先職種

№ 詳細業務

タスクシフト前

※業務1回当り時短時間（分）

月当り発

生件数

タスクシフトの効果

タスクシフト後

※業務１回当り時短時間（分）

タスク・シフト／シェア前後の変化

１. タスク・シフ

ト／シェアを行う

に至った理由

（複数回答可）

２. 推進責任者

（複数回答可）

３. タスク・シフトを実現するにあたり、特に重要な

役割を果たしたと思われる項目（複数回答可）

病

院

全

体

と

し

て

推

し

進

め

た

該

当

（

個

別

）

診

療

科

の

医

師

か

ら

の

要

請

医

師

以

外

の

医

療

従

事

者

か

ら

の

要

請

そ

の

他

医

師

（

該

当

診

療

科

の

部

長

）

医

師

以

外

の

医

療

従

事

者

（

医

師

以

外

の

該

当

部

長

）

各

種

委

員

会

そ

の

他

職員の意識（タスク・

シフト／シェアへの

理解）

技術

（質の担保）

余力の確保または

捻出

実施患者の年齢

新

生

児

0

歳

児

 

1

～

3

歳

4

～

6

歳

6

歳

～

1

5

歳

1

5

歳

以

上

1 投与前採血結果確認後　投与指示 5.0 - 5.0 -

2 血液製剤　注射投与準備 - 20.0 - 20.0

3 静脈ライン確保 5.0 - 5.0 -

4 終了時片付け　抜針止血確認等処置 - 10.0 - 10.0

5 血液製剤　注射投与中観察　バイタル測定 - 180.0 - 180.0

1 準備から実施、片付け 20.0 - - 20.0

1 医師指示書を用い投与薬剤を確認 不明 1.0 - 1.0

2 薬剤カートから薬剤を取り出す 不明 1.0 - 1.0

3 患者氏名、投与薬剤を確認、シリンジに薬剤準備、トレイにおく 不明 5.0 - 5.0

4 患者訪室　保護者に　説明 不明 3.0 - 3.0

5 患者と薬剤をバーコード認証 不明 1.0 - 1.0

6 患者へ薬剤投与 不明 5.0 - 5.0

7 薬剤投与実施入力 不明 1.0 - 1.0

8 患者の状態観察 不明 5.0 - 5.0

9 物品片づけ 不明 3.0 - 3.0

10 看護記録入力 不明 5.0 - 5.0

1 - - - -

1 静脈注射の説明 5.0 3.0 5.0 3.0

2 物品準備 - 5.0 - 5.0

3 6Rの確認・患者の状態確認 5.0 - - 5.0

4 静脈注射の実施 5.0 - - 5.0

5 固定 5.0 - - 5.0

1 指示を確認する 5.0 - - 5.0

2 薬剤を準備する - 5.0 - 5.0

3 薬剤をダブルチェックする - 3.0 - 3.0

4 患者確認を確認する 3.0 3.0 - 3.0

5 患者・家族に説明する 3.0 - - 3.0

6 体位をとる 3.0 3.0 - 3.0

7 薬剤を投与する 3.0 - - 3.0

8 絆創膏をはる - 1.0 - 1.0

1 採血指示 5.0 - 5.0 -

2 採血指示確認 - 5.0 - 5.0

3 採血準備 - 10.0 - 10.0

4 乳児心臓外科術後採血実施 - 20.0 - 20.0

5 採血後片付け　止血確認 - 10.0 - 10.0

1 準備、実行、片付け 20.0 - - 20.0

1 必要物品の準備 不明 3.0 - 3.0

2 検査指示と患者氏名検査スピッツの照合 不明 1.0 - 1.0

3 訪室　患者と保護者へ検査説明 不明 3.0 - 3.0

4 患者と検査スピッツの照合 不明 1.0 - 1.0

5 シリンジに採血の実施 不明 5.0 - 5.0

6 シリンジからスピッツへ分注 不明 1.0 - 1.0

7 抜針部を圧迫止血 不明 3.0 - 3.0

8 物品片づけ 不明 3.0 - 3.0

9 検体提出 不明 3.0 - 3.0

10 看護記録入力 不明 5.0 - 5.0

1 - - - -

1 採血　指示だし、指示受け 2.0 2.0 2.0 2.0

2 採血　準備、確認 - 5.0 - 5.0

3 採血　実施 - 10.0 - 10.0

1 採血の説明 5.0 - 5.0 -

2 物品準備 - 5.0 - 5.0

3 患者の確認、体位固定 5.0 - - 5.0

4 採血の実施 5.0 - - 5.0

5 止血確認 5.0 - - 5.0

1 指示を確認する - 3.0 - 3.0

2 物品を准簿する - 4.0 - 4.0

3 患者確認を確認する 3.0 3.0 - 3.0

4 患者・家族に説明する 3.0 - - 3.0

5 体位をとる - 4.0 - 4.0

6 採血する 5.0 - - 5.0

7 刺入部に絆創膏をはる - 3.0 - 3.0

8 撹拌が必要な検体は撹拌する。 - 3.0 - 3.0

1 指示を確認する - 3.0 - 3.0

2 物品を準備する 1.0 1.0 - 1.0

3 Aラインから採血をする 5.0 - - 5.0

4 検体を提出する - 3.0 - 3.0

1 - - - -

✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔

✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔

-- - - -

12.0100 6.0 7.0 -

11.0 20.0 - 28.045

20.0100 20.0 5.0 5.0

17.010 2.0 17.0 2.0

- - - --

- 28.0 - 28.03

20.02,880 20.0 - -

45.0400 5.0 45.0 5.0

26.030 17.0 15.0 -

20.0 8.0 5.0 23.090 ✔ ✔ ✔

-- - - -

30.035 - 30.0 -

20.0 - - 20.05,760

10.0 210.0 10.0 210.050✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔

✔

✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔

- - - - - -

- - - - - -

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔ ✔

✔ ✔

✔

✔

✔

✔ ✔

✔

✔

✔

✔

✔
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リ

ハ

ビ

リ

室

そ

の

他

手

術

室

内

視

鏡

室

病

理

室

院

内

薬

局

放

射

線

検

査

室

血

管

造

影

室

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

科

そ

の

他

外

来

病

棟

救

急

室

集

中

治

療

室

気

管

食

道

科

放

射

線

科

麻

酔

科

心

療

内

科

ア

レ

ル

ギ

ー

科

リ

ウ

マ

チ

科

肛

門

科

産

婦

人

科

産

科

婦

人

科

眼

科

耳

鼻

咽

喉

科

心

臓

血

管

外

科

小

児

外

科

皮

膚

泌

尿

器

科

皮

膚

科

泌

尿

器

科

性

病

科

外

科

職種
業務

項番
業務内容

施設

№
脳

神

経

外

科

呼

吸

器

外

科

全

診

療

科

内

科

精

神

科

神

経

科

神

経

内

科

呼

吸

器

科

５

年

以

上

前

無
有

り
無

有

り
合計

診療科 主な場所

1

年

以

内

2

年

以

内

3

年

以

内

消

化

器

科

胃

腸

科

循

環

器

科

小

児

科

院内資

整

形

外

科

形

成

外

科

美

容

外

科

一

次

二

次

三

次

未

実

施

救急機能 病床数 発生する場面 取組時期 業務マニュア

✔ ✔✔✔✔26116 ✔看護師 ⑪ （新生児・小児／一般患者別の）末

✔✔ ✔✔ ✔✔✔ ✔✔✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔17814 ✔

✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔ ✔✔21012 ✔

✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔✔✔ ✔✔ ✔ ✔✔73311 ✔

✔ ✔ ✔✔✔ ✔ ✔✔ ✔✔✔✔1099 ✔

520 ✔ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔6 ✔

✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔✔✔✔ ✔4604 ✔ ✔ ✔

✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔380 ✔2 ✔

✔ ✔ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔✔✔✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔✔ ✔✔307

看護師 ⑩

（新生児・小児／一般患者別の）静

脈ライン・動脈ラインの抜去及び止

血

1 ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔✔✔ ✔ ✔✔21012 ✔

✔✔ ✔✔ ✔✔73311 ✔

109 ✔✔ ✔✔ ✔✔9 ✔

✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔✔5206 ✔

✔ ✔ ✔✔✔ ✔ ✔✔✔✔460

1,097

4 ✔ ✔ ✔

✔✔ ✔✔✔ ✔ ✔ ✔ ✔✔✔ ✔✔ ✔ ✔3 ✔ ✔ ✔

看護師 ⑨ 新生児・小児の、静脈路確保
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職種
業務

項番
業務内容

施設

№

16看護師 ⑪ （新生児・小児／一般患者別の）末

14

12

11

9

6

4

2

看護師 ⑩

（新生児・小児／一般患者別の）静

脈ライン・動脈ラインの抜去及び止

血

1

12

11

9

6

4

3

看護師 ⑨ 新生児・小児の、静脈路確保

個別業務

［分］

合計

［分］

個別業務

［分］

合計

［分］

個別業務

［分］

合計

［分］

個別業務

［分］

合計

［分］

タ

ス

ク

・

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

を

推

進

す

る

と

い

う

意

識

の

醸

成

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

す

る

側

の

意

識

改

革

（

業

務

を

手

放

す

）

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

さ

れ

る

側

の

意

識

改

革

（

合

意

形

成

）

各

部

門

責

任

者

等

へ

の

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

研

修

･

意

識

改

革

そ

の

他

新

た

に

担

当

す

る

業

務

の

導

入

に

向

け

た

院

内

研

修

の

実

施

現

行

担

当

し

て

い

る

職

種

（

医

師

）

に

よ

る

、

教

育

・

研

修

の

実

施

そ

の

他

 

I

C

T

 

導

入

等

に

よ

る

業

務

全

体

の

見

直

し

や

縮

減

元

来

の

業

務

の

担

当

職

種

の

見

直

し

現

行

担

当

し

て

い

る

職

種

か

ら

、

そ

の

他

の

職

種

へ

の

タ

ス

ク

・

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

推

進

そ

の

他

医師 移管先職種 医師 移管先職種

№ 詳細業務

タスクシフト前

※業務1回当り時短時間（分）

月当り発

生件数

タスクシフトの効果

タスクシフト後

※業務１回当り時短時間（分）

タスク・シフト／シェア前後の変化

１. タスク・シフ

ト／シェアを行う

に至った理由

（複数回答可）

２. 推進責任者

（複数回答可）

３. タスク・シフトを実現するにあたり、特に重要な

役割を果たしたと思われる項目（複数回答可）

病

院

全

体

と

し

て

推

し

進

め

た

該

当

（

個

別

）

診

療

科

の

医

師

か

ら

の

要

請

医

師

以

外

の

医

療

従

事

者

か

ら

の

要

請

そ

の

他

医

師

（

該

当

診

療

科

の

部

長

）

医

師

以

外

の

医

療

従

事

者

（

医

師

以

外

の

該

当

部

長

）

各

種

委

員

会

そ

の

他

職員の意識（タスク・

シフト／シェアへの

理解）

技術

（質の担保）

余力の確保または

捻出

実施患者の年齢

新

生

児

0

歳

児

 

1

～

3

歳

4

～

6

歳

6

歳

～

1

5

歳

1

5

歳

以

上

1 準備、実施、片付け 30.0 - - 30.0

1 医師指示書を用い投与薬剤を確認 不明 1.0 - 1.0

2 薬剤カートから薬剤を取り出す 不明 1.0 - 1.0

3 患者氏名、投与薬剤を確認し、点滴準備、トレイにおく 不明 5.0 - 5.0

4 患者訪室　保護者にも　説明 不明 3.0 - 3.0

5 患者と薬剤をバーコード認証 不明 1.0 - 1.0

6 患者へ静脈路確保　シーネ固定 不明 10.0 - 10.0

7 薬剤投与実施入力 不明 3.0 - 3.0

8 患者の状態観察 不明 5.0 - 5.0

9 物品片づけ 不明 3.0 - 3.0

10 看護記録入力 不明 5.0 - 5.0

1 - - - -

1 点滴　指示だし、指示受け 2.0 2.0 2.0 2.0

2 点滴　準備、確認 - 5.0 - 5.0

3 静脈路確保 - 10.0 - 10.0

1 静脈確保の説明 5.0 - - 5.0

2 必要物品の準備 5.0 - - 5.0

3 患者確認・体位の固定 5.0 - - 5.0

4 静脈確保の実施 5.0 - - 5.0

5 留置針の固定 5.0 - - 5.0

6 患者の状態確認 2.0 - - 2.0

1 指示を確認する - 3.0 - 3.0

2 物品を准簿する - 4.0 - 4.0

3 患者確認を確認する 3.0 3.0 - 3.0

4 患者・家族に説明する 3.0 - - 3.0

5 体位をとる - 4.0 - 4.0

6 ルートを確保する。 5.0 - - 5.0

7 固定する。 - 3.0 - 3.0

1 静脈ラインのみ抜去および止血確認 - 10.0 - 10.0

1 準備する - 1.0 - 1.0

2 患者に説明する 1.0 - - 1.0

3 静脈ラインを抜去し止血する 3.0 - - 3.0

4 動脈ラインを抜去し止血する 3.0 - - 10.0

5 観察し記録する - 2.0 - 2.0

1 必要物品の準備 不明 3.0 - 3.0

2 患者・保護者へ説明 不明 3.0 - 3.0

3 抜針　シーネ固定抜去 不明 6.0 - 6.0

4 止血 不明 3.0 - 3.0

5 物品片づけ 不明 3.0 - 3.0

6 看護記録 不明 3.0 - 3.0

1 - - - -

1 静脈ライン抜去 - 2.0 - 2.0

2 静脈ライン止血 - 5.0 - 5.0

1 静脈ライン抜去の説明 5.0 1.0 - 5.0

2 必要物品の準備 5.0 - - 5.0

3 体位の確認及び抜去 5.0 - - 5.0

4 止血テープの貼付 5.0 - - 5.0

1 静脈ライン抜去 1.0 - - 4.0

2 静脈ライン止血 3.0 - - 3.0

3 動脈ライン抜去後の止血 5.0 - - 5.0

1 - - - -

1 中信静脈カテーテル抜去 10.0 - - 10.0 ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔

✔ ✔

✔

✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔

✔ ✔ ✔

✔ ✔

10.0 - - 10.02

-- - - -

12.024 9.0 - -

20.0 1.0 - 20.0100

- 7.0 - 7.0560

-- - - -

21.06 - 21.0 -

17.0450 7.0 3.0 -

- 10.0 - 10.0450

11.0 17.0 - 25.024

27.0100 27.0 - -

17.0 ✔ ✔ ✔10 2.0 17.0 2.0

- - - --

- 37.0 - 37.06

30.0600 30.0 - -- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔ ✔

✔

✔

✔

✔ ✔ ✔

✔

✔

✔ ✔ ✔

✔ ✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔
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リ

ハ

ビ

リ

室

そ

の

他

手

術

室

内

視

鏡

室

病

理

室

院

内

薬

局

放

射

線

検

査

室

血

管

造

影

室

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

科

そ

の

他

外

来

病

棟

救

急

室

集

中

治

療

室

気

管

食

道

科

放

射

線

科

麻

酔

科

心

療

内

科

ア

レ

ル

ギ

ー

科

リ

ウ

マ

チ

科

肛

門

科

産

婦

人

科

産

科

婦

人

科

眼

科

耳

鼻

咽

喉

科

心

臓

血

管

外

科

小

児

外

科

皮

膚

泌

尿

器

科

皮

膚

科

泌

尿

器

科

性

病

科

外

科

職種
業務

項番
業務内容

施設

№
脳

神

経

外

科

呼

吸

器

外

科

全

診

療

科

内

科

精

神

科

神

経

科

神

経

内

科

呼

吸

器

科

５

年

以

上

前

無
有

り
無

有

り
合計

診療科 主な場所

1

年

以

内

2

年

以

内

3

年

以

内

消

化

器

科

胃

腸

科

循

環

器

科

小

児

科

院内資

整

形

外

科

形

成

外

科

美

容

外

科

一

次

二

次

三

次

未

実

施

救急機能 病床数 発生する場面 取組時期 業務マニュア

✔ ✔ ✔✔✔21012 ✔

✔✔ ✔✔✔73311 ✔

✔ ✔ ✔✔✔426

109

10 ✔

✔✔ ✔✔✔9 ✔

✔ ✔ ✔✔✔4604 ✔ ✔ ✔

✔✔ ✔✔ ✔✔307✔ ✔

助産師 ⑬
助産師外来（低リスク妊婦の妊婦健

診（一部））

1 ✔

✔ ✔ ✔✔ ✔✔16217 ✔

✔ ✔ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔✔25715 ✔

✔✔ ✔✔ ✔ ✔✔ ✔✔✔ ✔✔✔ ✔✔ ✔ ✔17814 ✔

✔ ✔ ✔✔ ✔150

✔ ✔ ✔210

13 ✔

✔ ✔✔✔ ✔ ✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔ ✔✔12 ✔

✔ ✔ ✔✔✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔✔73311 ✔

✔ ✔ ✔✔✔ ✔ ✔✔ ✔✔✔109

203 ✔

9 ✔

✔✔ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔ ✔8 ✔

✔ ✔ ✔✔1937 ✔

✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔ ✔520 ✔6 ✔

✔ ✔ ✔✔✔ ✔ ✔✔5405 ✔ ✔

✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔ ✔✔✔ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔ ✔✔ ✔ ✔ ✔4604 ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔✔ ✔✔ ✔ ✔✔1,097

380 ✔

3 ✔ ✔ ✔

✔✔ ✔✔2 ✔

✔ ✔ ✔✔✔307

看護師 ⑫
（男性・女性別の）尿道カテーテル

留置

1 ✔ ✔ ✔
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職種
業務

項番
業務内容

施設

№

12

11

10

9

4

助産師 ⑬
助産師外来（低リスク妊婦の妊婦健

診（一部））

1

17

15

14

13

12

11

9

8

7

6

5

4

3

2

看護師 ⑫
（男性・女性別の）尿道カテーテル

留置

1

個別業務

［分］

合計

［分］

個別業務

［分］

合計

［分］

個別業務

［分］

合計

［分］

個別業務

［分］

合計

［分］

タ

ス

ク

・

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

を

推

進

す

る

と

い

う

意

識

の

醸

成

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

す

る

側

の

意

識

改

革

（

業

務

を

手

放

す

）

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

さ

れ

る

側

の

意

識

改

革

（

合

意

形

成

）

各

部

門

責

任

者

等

へ

の

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

研

修

･

意

識

改

革

そ

の

他

新

た

に

担

当

す

る

業

務

の

導

入

に

向

け

た

院

内

研

修

の

実

施

現

行

担

当

し

て

い

る

職

種

（

医

師

）

に

よ

る

、

教

育

・

研

修

の

実

施

そ

の

他

 

I

C

T

 

導

入

等

に

よ

る

業

務

全

体

の

見

直

し

や

縮

減

元

来

の

業

務

の

担

当

職

種

の

見

直

し

現

行

担

当

し

て

い

る

職

種

か

ら

、

そ

の

他

の

職

種

へ

の

タ

ス

ク

・

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

推

進

そ

の

他

医師 移管先職種 医師 移管先職種

№ 詳細業務

タスクシフト前

※業務1回当り時短時間（分）

月当り発

生件数

タスクシフトの効果

タスクシフト後

※業務１回当り時短時間（分）

タスク・シフト／シェア前後の変化

１. タスク・シフ

ト／シェアを行う

に至った理由

（複数回答可）

２. 推進責任者

（複数回答可）

３. タスク・シフトを実現するにあたり、特に重要な

役割を果たしたと思われる項目（複数回答可）

病

院

全

体

と

し

て

推

し

進

め

た

該

当

（

個

別

）

診

療

科

の

医

師

か

ら

の

要

請

医

師

以

外

の

医

療

従

事

者

か

ら

の

要

請

そ

の

他

医

師

（

該

当

診

療

科

の

部

長

）

医

師

以

外

の

医

療

従

事

者

（

医

師

以

外

の

該

当

部

長

）

各

種

委

員

会

そ

の

他

職員の意識（タスク・

シフト／シェアへの

理解）

技術

（質の担保）

余力の確保または

捻出

実施患者の年齢

新

生

児

0

歳

児

 

1

～

3

歳

4

～

6

歳

6

歳

～

1

5

歳

1

5

歳

以

上

1 尿道カテーテルの準備 - 3.0 - 3.0

2 カテーテルの留置 - 3.0 - 3.0

1 準備する - 3.0 - 3.0

2 患者に説明する 2.0 2.0 - 2.0

3 留置カテーテルを挿入する(介助) 10.0 10.0 - 15.0

4 尿流出の観察をする 1.0 1.0 - 1.0

5 記録する - 2.0 - 2.0

1 尿道カテーテル留置 30.0 - - 30.0

1 尿路留置カテーテルの適応基準(CDC ガイドライン)に該当する患者で医 不明 2.0 - 2.0

2 前立腺肥大等既往歴確認 不明 3.0 - 3.0

3 必要物品の準備 不明 5.0 - 5.0

4 患者へ説明 不明 3.0 - 3.0

5 プライバシーに配慮し挿入 不明 8.0 - 8.0

6 カテーテルを固定する 不明 3.0 - 3.0

7 尿性状の観察 不明 1.0 - 1.0

8 片づけ 不明 5.0 - 5.0

9 看護記録 不明 3.0 - 3.0

1 尿道カテーテル留置（女性のみ） - - - 20.0

1 - - - -

1 - - - -

1 - - - -

1 尿道カテーテル留置（女性）　指示だし、指示受け 2.0 2.0 2.0 2.0

2 尿道カテーテル留置（女性）　準備、確認 - 3.0 - 3.0

3 尿道カテーテル留置（女性）　実施 - 10.0 - 10.0

4 尿道カテーテル留置（男性）　指示だし、指示受け 2.0 2.0 2.0 2.0

5 尿道カテーテル留置（男性）　準備、確認 - 3.0 - 3.0

6 尿道カテーテル留置（男性）　実施 - 10.0 - 10.0

1 尿道カテーテル留置について患者に説明する 3.0 - - 3.0

2 必要物品の準備 - 3.0 - 3.0

3 患者の状態観察・身の回りの準備 - 3.0 - 3.0

4 尿道カテーテルの留置 3.0 - - 5.0

5 尿道カテーテルの固定 3.0 - - 3.0

1 指示を確認する - 3.0 - 3.0

2 患者を確認する 3.0 3.0 - 3.0

3 物品を準備する - 4.0 - 4.0

4 患者に説明する 3.0 - - 3.0

5 体位を整える - 3.0 - 3.0

6 カテーテルを挿入する 4.0 - - 4.0

7 流出を確認する 1.0 1.0 - 1.0

8 カテーテルを固定する - 2.0 - 2.0

9 患者の衣服を整える - 2.0 - 2.0

10 物品の後片付けをする - 2.0 - 2.0

1 指示だし、指示受け 1.0 1.0 1.0 1.0

2 物品準備 - 3.0 - 3.0

3 病室訪問、患者様説明 - 4.0 - 4.0

4 環境調整、実施 - 7.0 - 7.0

5 退出、片付け - 5.0 - 5.0

1 - - - -

1 バルンカテーテル挿入 - 20.0 - 15.0

1 女性の尿道カテーテル留置（交換） - - - 30.0

1 採血・尿検査 - 10.0 - 10.0

2 計測（血圧・腹囲・子宮底・浮腫） - 10.0 - 10.0

3 保健指導 - 15.0 - 15.0

4 母子手帳記入 - 5.0 - 5.0

5 コストの確認 - 3.0 - 3.0

1 診察ベッドへ誘導 - 2.0 - 2.0

2 問診 - 5.0 - 5.0

3 超音波にて胎児計測、羊水量計測 3.0 - - 10.0

4 保健指導 - 10.0 - 10.0

5 次回予約 2.0 - - 3.0

1 助産師外来　健診　測定 - 4.0 - 4.0

2 助産師外来　健診　ドップラー 1.0 - - 1.0

3 助産師外来　健診　指導 - 20.0 - 20.0

4 助産師外来　健診　予約 3.0 - - 3.0

5 助産師外来　健診　記録 3.0 - - 2.0

1 妊娠初期　お産のしおり　健診の回数、受け方の説明 8.0 20.0 - 20.0

2 妊婦健診に必要な書類の説明 - 20.0 - 20.0

3 産科医療保障制度の説明 - 20.0 - 20.0

4 マイナ-トラブルについて説明　対処方法について指導 - 20.0 - 20.0

5 妊娠各期の栄養について指導 - 20.0 - 20.0

6 切迫流産・早産徴候について説明　安静指導 - 20.0 - 20.0

7 バ－スプラン記入説明 - 20.0 - 20.0

8 赤ちゃんの必要物品について説明 - 20.0 - 20.0

9 異常時の相談電話の説明　受診の方法について指導 - 20.0 - 20.0

10 分娩入院時の説明（破水、陣痛、産徴について） - 20.0 - 20.0

1 妊婦検診（問診・触診） 2.0 3.0 - 4.0

2 エコー検査 3.0 - - 20.0

3 保健指導 - 5.0 - 10.0

1 問診する 5.0 - - 5.0

2 基本検査（腹囲、子宮底、血圧、浮腫の有無、体重、尿検査・判定） 5.0 - - 5.0

3 経腹超音波 10.0 - - 10.0

4 生活指導（食事、安静） 10.0 - - 10.0

5 母体の分煙縦鼻状態の判定 5.0 - - 5.0

6 胎児のｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇの要か 5.0 - - 5.0

✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔

✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔

✔

✔ ✔

✔ ✔

40.0 - - 40.015

34.020 5.0 8.0 -

8.0 200.0 - 200.0200

30.0200 7.0 24.0 -

5.0 17.0 - 30.05 ✔

43.0100 - 43.0 -

- - - 30.030

- 20.0 - 15.020

-- - - -

1.0 20.0 1.0 20.01

27.080 11.0 20.0 -

9.0 6.0 - 17.0300

4.0 30.0 4.0 30.050

- ✔ ✔

✔ ✔

- - - -

- - - --

-- - - -

- - - 20.0126

33.0337 - 33.0 -

30.0 - - 30.0400

23.0270 13.0 18.0 -

- 6.0 - 6.05- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔ ✔

✔

✔

✔

✔ ✔

✔

✔ ✔

✔ ✔

✔

✔ ✔

✔

✔

✔ ✔ ✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔ ✔

✔

✔ ✔

✔

✔
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リ

ハ

ビ

リ

室

そ

の

他

手

術

室

内

視

鏡

室

病

理

室

院

内

薬

局

放

射

線

検

査

室

血

管

造

影

室

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

科

そ

の

他

外

来

病

棟

救

急

室

集

中

治

療

室

気

管

食

道

科

放

射

線

科

麻

酔

科

心

療

内

科

ア

レ

ル

ギ

ー

科

リ

ウ

マ

チ

科

肛

門

科

産

婦

人

科

産

科

婦

人

科

眼

科

耳

鼻

咽

喉

科

心

臓

血

管

外

科

小

児

外

科

皮

膚

泌

尿

器

科

皮

膚

科

泌

尿

器

科

性

病

科

外

科

職種
業務

項番
業務内容

施設

№
脳

神

経

外

科

呼

吸

器

外

科

全

診

療

科

内

科

精

神

科

神

経

科

神

経

内

科

呼

吸

器

科

５

年

以

上

前

無
有

り
無

有

り
合計

診療科 主な場所

1

年

以

内

2

年

以

内

3

年

以

内

消

化

器

科

胃

腸

科

循

環

器

科

小

児

科

院内資

整

形

外

科

形

成

外

科

美

容

外

科

一

次

二

次

三

次

未

実

施

救急機能 病床数 発生する場面 取組時期 業務マニュア

426 ✔✔ ✔✔ ✔✔10 ✔

✔ ✔ ✔✔✔307

助産師 ⑭
院内助産システム（低リスク妊婦の

分娩管理（一部））

1 ✔ ✔ ✔

13／14
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職種
業務

項番
業務内容

施設

№

10

助産師 ⑭
院内助産システム（低リスク妊婦の

分娩管理（一部））

1

個別業務

［分］

合計

［分］

個別業務

［分］

合計

［分］

個別業務

［分］

合計

［分］

個別業務

［分］

合計

［分］

タ

ス

ク

・

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

を

推

進

す

る

と

い

う

意

識

の

醸

成

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

す

る

側

の

意

識

改

革

（

業

務

を

手

放

す

）

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

さ

れ

る

側

の

意

識

改

革

（

合

意

形

成

）

各

部

門

責

任

者

等

へ

の

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

研

修

･

意

識

改

革

そ

の

他

新

た

に

担

当

す

る

業

務

の

導

入

に

向

け

た

院

内

研

修

の

実

施

現

行

担

当

し

て

い

る

職

種

（

医

師

）

に

よ

る

、

教

育

・

研

修

の

実

施

そ

の

他

 

I

C

T

 

導

入

等

に

よ

る

業

務

全

体

の

見

直

し

や

縮

減

元

来

の

業

務

の

担

当

職

種

の

見

直

し

現

行

担

当

し

て

い

る

職

種

か

ら

、

そ

の

他

の

職

種

へ

の

タ

ス

ク

・

シ

フ

ト

/

シ

ェ

ア

推

進

そ

の

他

医師 移管先職種 医師 移管先職種

№ 詳細業務

タスクシフト前

※業務1回当り時短時間（分）

月当り発

生件数

タスクシフトの効果

タスクシフト後

※業務１回当り時短時間（分）

タスク・シフト／シェア前後の変化

１. タスク・シフ

ト／シェアを行う

に至った理由

（複数回答可）

２. 推進責任者

（複数回答可）

３. タスク・シフトを実現するにあたり、特に重要な

役割を果たしたと思われる項目（複数回答可）

病

院

全

体

と

し

て

推

し

進

め

た

該

当

（

個

別

）

診

療

科

の

医

師

か

ら

の

要

請

医

師

以

外

の

医

療

従

事

者

か

ら

の

要

請

そ

の

他

医

師

（

該

当

診

療

科

の

部

長

）

医

師

以

外

の

医

療

従

事

者

（

医

師

以

外

の

該

当

部

長

）

各

種

委

員

会

そ

の

他

職員の意識（タスク・

シフト／シェアへの

理解）

技術

（質の担保）

余力の確保または

捻出

実施患者の年齢

新

生

児

0

歳

児

 

1

～

3

歳

4

～

6

歳

6

歳

～

1

5

歳

1

5

歳

以

上

1 内診 - 10.0 - 10.0

2 分娩経過看護　　妊婦により大きく違う - 600.0 - 600.0

3 分娩準備 - 10.0 - 10.0

4 分娩介助　　妊婦により大きく違う - 120.0 - 120.0

5 産後の観察・ケア - 45.0 - 45.0

1 バイタル測定（体温　血圧　脈拍） - 10.0 - 10.0

2 採血　検尿 - 20.0 - 20.0

3 血管確保 - 20.0 - 20.0

4 分娩監視装置装着 - 40.0 - 40.0

5 内診（診察） - 10.0 - 10.0

6 点滴管理（補液　抗生剤） - 20.0 - 20.0

7 排尿　排便管理 - 10.0 - 10.0

8 栄誉管理 - 10.0 - 10.0

9 出生時の児の看護 - 30.0 - 30.0

10 分娩後の管理（出血　子宮復古観察） - 30.0 - 30.0

✔ ✔ ✔ ✔

200.0 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔18 - 200.0 -

- 785.0 - 785.05- - - - - -

- - - - - - ✔

✔

✔

✔ ✔ ✔ ✔

✔ ✔
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［床］ ［床］
［床］ ［床］
［床］ ［床］

2.

フリガナ

連絡先
TEL

6. 新生児・小児の、皮下注射・筋肉注射・静脈注射

e-mail
FAX

設問.2

所属部署

（5）結核病床 （6）合計 -

４.ご協力者（ご記入者）

役職

基礎調査表

タスク・シフト／シェア の事例収集調査表

設問.1 基本情報（病院についてお答えください）

１.病院名をお答えください。

病院名

２.救急機能の実施状況をお答えください。

氏名

実施していない

３.病床数についてお答えください。

（1）一般病床 （2）療養病床

一次救急 二次救急 三次救急

（3）精神病床 （4）感染症病床

ご協力者
（ご記入者）

今回の調査（個別調査表にて別途回答）にご協力いただける業務全てにチェックを付けてください。
タスク・シフトを実施されていないものはチェック不要です。
また、他の職種がタスク・シフトを受けている場合は、チェックボックスの下にその職種をご記入ください

職種： 看護師

1. 医師の指示に基づき、医師の事前の処方の下、事前に取り決めたプロトコールに沿って薬剤を
投与する
医師の指示に基づき、事前に取り決めたプロトコールに沿って採血・検査を行う

3. 救急外来において、医師が予め患者の範囲を示して事前の指示や取り決めたプロトコールに基づいて、
・医学的検査のための血液検査の検査オーダーの入力
・採血・検査の実施

4. 血管撮影・血管内治療中の介助・IVR(画像下治療）の介助
（終了後の圧迫止血・止血確認・圧迫解除を含む）

5. 新生児・小児の、ワクチン接種

新生児 0歳児  1～3歳 4～6歳 6歳～15歳
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14.

→「基礎調査表」の回答は以上になります。次に各業務の「個別調査表」へのご回答をお願い致します。

13. 助産師外来（低リスク妊婦の妊婦健診（一部））

院内助産システム（低リスク妊婦の分娩管理（一部））

12. （男性・女性別の）尿道カテーテル留置

男性 女性

職種： 助産師

11. （新生児・小児／一般患者別の）末梢留置型中心静脈注射用カテーテルの抜去

新生児 0歳児  1～3歳 4～6歳 6歳～15歳 15歳以上

10. （新生児・小児／一般患者別の）静脈ライン・動脈ラインの抜去及び止血

新生児 0歳児  1～3歳 4～6歳 6歳～15歳 15歳以上

4～6歳 6歳～15歳

8. （新生児・小児／一般患者別の）動脈路からの採血

新生児 0歳児  1～3歳 4～6歳 6歳～15歳 15歳以上

新生児 0歳児  1～3歳

7. 新生児・小児の、静脈採血

新生児 0歳児  1～3歳 4～6歳 6歳～15歳

新生児 0歳児  1～3歳 4～6歳 6歳～15歳

設問.３ 以下の設問にご回答ください。（任意回答）

（3） 現在実施しているもの以外
で実施を検討している業務

設問．２の 調査対象業務を含めて、今後タスクシフト／シェアを検討している業務があれば以下にお答えください。

（1） 現在実施しているもの以外
で実施を検討している業務

（2） 現在実施しているもの以外
で実施を検討している業務

9. 新生児・小児の、静脈路確保
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①

▶

▶

▶

▶

産科 婦人科 眼科 耳鼻咽喉科 気管食道科 放射線科
麻酔科 心療内科 アレルギー科 リウマチ科

担当委員会
その他 内容を記載して下さい

イ　院内資格要件における「座学研修」の状況をお答えください。

当該業務に関する院内資格等の要件はない

当該業務に関する院内資格等が要件ある（以下のアからカも回答ください。）

ア　院内資格要件を許可権者は誰ですか。その他を選択した場合は内容を記載してください。（複数選択可）

医師（該当診療科の部長） 医師以外の医療従事者（医師以外の該当部門の部長）

設問.３  業務マニュアル／院内の資格要件等についてお答えください。

　１. タスク・シフト／シェアを行う上での「業務マニュアル」についてお答えください。作成されていない場合は、作成して
　　　 いないとお答えください。

当該業務に関する業務マニュアルは作成していない

当該業務に関する業務マニュアルを作成している（以下も回答ください。）

作成組織（委員会等）

内容を記載して下さい

外来 病棟 救急室 集中治療室 手術室 内視鏡室

　２. タスク・シフト／シェアを行う上での院内資格要件の許可者・仕組みについてお答えください。院内資格要件が
　　　 ない場合は、要件はないとお答えください。

設問.2  貴院ではこのタスク・シフト／シェアにいつごろお取り組みになりましたか。
2019年度以降（１年以内） 2017年度以降（３年以内） 2015年度以降（５年以内）

2014年度以前（５年以上前）

病理室 院内薬局 放射線検査室 血管造影室 リハビリ室

その他

個別調査表

タスク・シフト／シェア の事例収集調査表

職種： 看護師

業務内容： 医師の指示に基づき、医師の事前の処方の下、事前に取り決めたプロトコールに沿って薬剤を
投与する

全診療科 内科 精神科 神経科 神経内科 呼吸器科

設問.1 上記業務内容に関係する診療科、発生する場面をお答えください。

１. 関係する診療科をお答え下さい（複数記載可）。

　２.  当該業務が発生する場面をお答えください。その他を選択した場合は内容を記載してください（複数選択可）。

消化器科 胃腸科 循環器科 小児科 外科 整形外科
形成外科 美容外科

リハビリテーション科

その他 内容を記載して下さい

脳神経外科 呼吸器外科 心臓血管外 小児外科
皮膚泌尿器 皮膚科 泌尿器科 性病科 肛門科 産婦人科
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約 ［時間］

約 ［円］

約 ［時間］

約 ［円／１人当たり］

約 ［件／月］

約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約

1カ月に発生する平均回数

　２. 「調査対象業務」の詳細業務と、タスク・シフト／シェア前後の業務実施時間（業務１件当り）を記載して
　　　下さい。詳細業務に対する業務時間が無い場合は「０」を記載してください。

タスク・シフト前
詳細業務

タスク・シフト後
医師 看護師 医師 看護師

［分／回］ ［分／回］ ［分／回］ ［分／回］

その他の院内資格要件

キ　業務マニュアル、資格要件等に関する資料を提供可能である場合は本回答と共に送付ください。

設問.４ タスク・シフト／シェア前後の業務実施状況の変化についてお答えください。

１．当該業務が1カ月当たりに発生する平均的な回数を回答してください。

③ 費用

オ　院内資格要件における「筆記試験」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

院内資格要件に筆記試験はない

院内資格要件に筆記試験がある

カ　院内資格要件において、その他実施している内容があればお答えください。

院内資格要件に外部研修受講はない

院内資格要件に外部研修受講がある（以下も回答ください。）

① 開催団体

② 研修名 

ウ　院内資格要件における「実務研修」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

院内資格要件に実務研修はない

院内資格要件に実務研修がある（以下も回答ください。）

総研修時間 

エ　院内資格要件における「外部研修受講」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

院内資格要件に座学研修がある（以下も回答ください。）

総研修時間 

外部講師を活用している場合は以下の項目に費用を回答ください。

外部講師費用

院内資格要件に座学研修はない
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約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
計 計 計 計

▶

▶

▶

▶

▶

ご協力ありがとうございました。この業務内容に関する設問は以上です。
他の業務の調査にもご協力頂いている場合は、次の個別調査表にご記入ください。

現行担当している職種から、その他の職種へのタスク・シフト/シェア推進

その他 内容を記載して下さい

その他 内容を記載して下さい

（３）「余力の確保または捻出」に関する項目

 ICT 導入等による業務全体の見直しや縮減

元来の業務の担当職種の見直し

その他 内容を記載して下さい

（２）「技術（質の担保）」に関する項目

新たに担当する業務の導入に向けた院内研修の実施

現行担当している職種（医師）による、教育・研修の実施

３. タスク・シフトを実現するにあたり、特に重要な役割を果たしたと思われる項目についてお答えください。（複数回答可）

（１）「職員の意識（タスク・シフト／シェアへの理解）」に関する項目

医師の労働時間短縮に向けた具体的方策として、タスク・シフト/シェアを推進するという意識の醸成

シフト/シェアする側の意識改革（業務を手放す）

シフト/シェアされる側の意識改革（合意形成）

各部門責任者等へのマネジメント研修･意識改革

２. 推進責任者についてお答えください。

医師（該当診療科の部長） 医師以外の医療従事者（医師以外の該当部門の部長）

各種委員会
その他 内容を記載して下さい

１. タスク・シフト／シェアを行うに至った理由をお答えください。（複数回答可）

病院全体として、医師の労働時間削減のため推し進めた

該当（個別）診療科の医師から要請

医師以外の医療従事者からの要請

その他 内容を記載して下さい

設問.５ タスク・シフト／シェア前後の業務実施状況の変化についてお答えください。

0.0 0.0 ー 0.0 0.0
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②

▶

▶

▶

▶

個別調査表

タスク・シフト／シェア の事例収集調査表

職種： 看護師

業務内容： 医師の指示に基づき、事前に取り決めたプロトコールに沿って採血・検査を行う

設問.1 上記業務内容に関係する診療科、発生する場面をお答えください。

１. 関係する診療科をお答え下さい（複数記載可）。

全診療科 内科 精神科 神経科 神経内科 呼吸器科

形成外科 美容外科 脳神経外科 呼吸器外科 心臓血管外 小児外科
消化器科 胃腸科 循環器科 小児科 外科 整形外科

産科 婦人科 眼科 耳鼻咽喉科 気管食道科 放射線科
皮膚泌尿器 皮膚科 泌尿器科 性病科 肛門科 産婦人科

　２.  当該業務が発生する場面をお答えください。その他を選択した場合は内容を記載してください（複数選択可）。

外来 病棟 救急室 集中治療室 手術室 内視鏡室

麻酔科 心療内科 アレルギー科 リウマチ科 リハビリテーション科

その他 内容を記載して下さい

設問.2  貴院ではこのタスク・シフト／シェアにいつごろお取り組みになりましたか。
2019年度以降（１年以内） 2017年度以降（３年以内） 2015年度以降（５年以内）

2014年度以前（５年以上前）

病理室 院内薬局 放射線検査室 血管造影室 リハビリ室

その他 内容を記載して下さい

　２. タスク・シフト／シェアを行う上での院内資格要件の許可者・仕組みについてお答えください。院内資格要件が
　　　 ない場合は、要件はないとお答えください。

当該業務に関する院内資格等の要件はない

当該業務に関する院内資格等が要件ある（以下のアからカも回答ください。）

ア　院内資格要件を許可権者は誰ですか。その他を選択した場合は内容を記載してください。（複数選択可）

医師（該当診療科の部長） 医師以外の医療従事者（医師以外の該当部門の部長）

設問.３  業務マニュアル／院内の資格要件等についてお答えください。

　１. タスク・シフト／シェアを行う上での「業務マニュアル」についてお答えください。作成されていない場合は、作成して
　　　 いないとお答えください。

当該業務に関する業務マニュアルは作成していない

当該業務に関する業務マニュアルを作成している（以下も回答ください。）

作成組織（委員会等）

担当委員会
その他 内容を記載して下さい

イ　院内資格要件における「座学研修」の状況をお答えください。
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約 ［時間］

約 ［円］

約 ［時間］

約 ［円／１人当たり］

約 ［件／月］

約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約

院内資格要件に座学研修がある（以下も回答ください。）

総研修時間 

外部講師を活用している場合は以下の項目に費用を回答ください。

外部講師費用

院内資格要件に座学研修はない

院内資格要件に外部研修受講はない

院内資格要件に外部研修受講がある（以下も回答ください。）

① 開催団体

② 研修名 

ウ　院内資格要件における「実務研修」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

院内資格要件に実務研修はない

院内資格要件に実務研修がある（以下も回答ください。）

総研修時間 

エ　院内資格要件における「外部研修受講」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

その他の院内資格要件

キ　業務マニュアル、資格要件等に関する資料を提供可能である場合は本回答と共に送付ください。

設問.４ タスク・シフト／シェア前後の業務実施状況の変化についてお答えください。

１．当該業務が1カ月当たりに発生する平均的な回数を回答してください。

③ 費用

オ　院内資格要件における「筆記試験」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

院内資格要件に筆記試験はない

院内資格要件に筆記試験がある

カ　院内資格要件において、その他実施している内容があればお答えください。

1カ月に発生する平均回数

　２. 「調査対象業務」の詳細業務と、タスク・シフト／シェア前後の業務実施時間（業務１件当り）を記載して
　　　下さい。詳細業務に対する業務時間が無い場合は「０」を記載してください。

タスク・シフト前
詳細業務

タスク・シフト後
医師 看護師 医師 看護師

［分／回］ ［分／回］ ［分／回］ ［分／回］
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約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
計 計 計 計

▶

▶

▶

▶

▶

0.0 0.0 ー 0.0 0.0

その他 内容を記載して下さい

２. 推進責任者についてお答えください。

医師（該当診療科の部長） 医師以外の医療従事者（医師以外の該当部門の部長）

設問.５ タスク・シフト／シェア前後の業務実施状況の変化についてお答えください。

１. タスク・シフト／シェアを行うに至った理由をお答えください。（複数回答可）

病院全体として、医師の労働時間削減のため推し進めた

該当（個別）診療科の医師から要請

医師以外の医療従事者からの要請

医師の労働時間短縮に向けた具体的方策として、タスク・シフト/シェアを推進するという意識の醸成

シフト/シェアする側の意識改革（業務を手放す）

シフト/シェアされる側の意識改革（合意形成）

各部門責任者等へのマネジメント研修･意識改革

その他 内容を記載して下さい

各種委員会
その他 内容を記載して下さい

３. タスク・シフトを実現するにあたり、特に重要な役割を果たしたと思われる項目についてお答えください。（複数回答可）

（１）「職員の意識（タスク・シフト／シェアへの理解）」に関する項目

ご協力ありがとうございました。この業務内容に関する設問は以上です。
他の業務の調査にもご協力頂いている場合は、次の個別調査表にご記入ください。

（３）「余力の確保または捻出」に関する項目

 ICT 導入等による業務全体の見直しや縮減

元来の業務の担当職種の見直し

現行担当している職種から、その他の職種へのタスク・シフト/シェア推進

その他 内容を記載して下さい

（２）「技術（質の担保）」に関する項目

新たに担当する業務の導入に向けた院内研修の実施

現行担当している職種（医師）による、教育・研修の実施

その他 内容を記載して下さい
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③

▶

▶

▶

▶

個別調査表

タスク・シフト／シェア の事例収集調査表

職種： 看護師

業務内容：
救急外来において、医師が予め患者の範囲を示して事前の指示や取り決めたプロトコールに基づいて、
・医学的検査のための血液検査の検査オーダーの入力
・採血・検査の実施

設問.1 上記業務内容に関係する診療科、発生する場面をお答えください。

１. 関係する診療科をお答え下さい（複数記載可）。

全診療科 内科 精神科 神経科 神経内科 呼吸器科

形成外科 美容外科 脳神経外科 呼吸器外科 心臓血管外 小児外科
消化器科 胃腸科 循環器科 小児科 外科 整形外科

産科 婦人科 眼科 耳鼻咽喉科 気管食道科 放射線科
皮膚泌尿器 皮膚科 泌尿器科 性病科 肛門科 産婦人科

　２.  当該業務が発生する場面をお答えください。その他を選択した場合は内容を記載してください（複数選択可）。

外来 病棟 救急室 集中治療室 手術室 内視鏡室

麻酔科 心療内科 アレルギー科 リウマチ科 リハビリテーション科

その他 内容を記載して下さい

設問.2  貴院ではこのタスク・シフト／シェアにいつごろお取り組みになりましたか。
2019年度以降（１年以内） 2017年度以降（３年以内） 2015年度以降（５年以内）

2014年度以前（５年以上前）

病理室 院内薬局 放射線検査室 血管造影室 リハビリ室

その他 内容を記載して下さい

　２. タスク・シフト／シェアを行う上での院内資格要件の許可者・仕組みについてお答えください。院内資格要件が
　　　 ない場合は、要件はないとお答えください。

当該業務に関する院内資格等の要件はない

当該業務に関する院内資格等が要件ある（以下のアからカも回答ください。）

ア　院内資格要件を許可権者は誰ですか。その他を選択した場合は内容を記載してください。（複数選択可）

医師（該当診療科の部長） 医師以外の医療従事者（医師以外の該当部門の部長）

設問.３  業務マニュアル／院内の資格要件等についてお答えください。

　１. タスク・シフト／シェアを行う上での「業務マニュアル」についてお答えください。作成されていない場合は、作成して
　　　 いないとお答えください。

当該業務に関する業務マニュアルは作成していない

当該業務に関する業務マニュアルを作成している（以下も回答ください。）

作成組織（委員会等）

担当委員会
その他 内容を記載して下さい

イ　院内資格要件における「座学研修」の状況をお答えください。
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約 ［時間］

約 ［円］

約 ［時間］

約 ［円／１人当たり］

約 ［件／月］

約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約

院内資格要件に座学研修がある（以下も回答ください。）

総研修時間 

外部講師を活用している場合は以下の項目に費用を回答ください。

外部講師費用

院内資格要件に座学研修はない

院内資格要件に外部研修受講はない

院内資格要件に外部研修受講がある（以下も回答ください。）

① 開催団体

② 研修名 

ウ　院内資格要件における「実務研修」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

院内資格要件に実務研修はない

院内資格要件に実務研修がある（以下も回答ください。）

総研修時間 

エ　院内資格要件における「外部研修受講」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

その他の院内資格要件

キ　業務マニュアル、資格要件等に関する資料を提供可能である場合は本回答と共に送付ください。

設問.４ タスク・シフト／シェア前後の業務実施状況の変化についてお答えください。

１．当該業務が1カ月当たりに発生する平均的な回数を回答してください。

③ 費用

オ　院内資格要件における「筆記試験」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

院内資格要件に筆記試験はない

院内資格要件に筆記試験がある

カ　院内資格要件において、その他実施している内容があればお答えください。

1カ月に発生する平均回数

　２. 「調査対象業務」の詳細業務と、タスク・シフト／シェア前後の業務実施時間（業務１件当り）を記載して
　　　下さい。詳細業務に対する業務時間が無い場合は「０」を記載してください。

タスク・シフト前
詳細業務

タスク・シフト後
医師 看護師 医師 看護師

［分／回］ ［分／回］ ［分／回］ ［分／回］
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約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
計 計 計 計

▶

▶

▶

▶

▶

0.0 0.0 ー 0.0 0.0

その他 内容を記載して下さい

２. 推進責任者についてお答えください。

医師（該当診療科の部長） 医師以外の医療従事者（医師以外の該当部門の部長）

設問.５ タスク・シフト／シェア前後の業務実施状況の変化についてお答えください。

１. タスク・シフト／シェアを行うに至った理由をお答えください。（複数回答可）

病院全体として、医師の労働時間削減のため推し進めた

該当（個別）診療科の医師から要請

医師以外の医療従事者からの要請

医師の労働時間短縮に向けた具体的方策として、タスク・シフト/シェアを推進するという意識の醸成

シフト/シェアする側の意識改革（業務を手放す）

シフト/シェアされる側の意識改革（合意形成）

各部門責任者等へのマネジメント研修･意識改革

その他 内容を記載して下さい

各種委員会
その他 内容を記載して下さい

３. タスク・シフトを実現するにあたり、特に重要な役割を果たしたと思われる項目についてお答えください。（複数回答可）

（１）「職員の意識（タスク・シフト／シェアへの理解）」に関する項目

ご協力ありがとうございました。この業務内容に関する設問は以上です。
他の業務の調査にもご協力頂いている場合は、次の個別調査表にご記入ください。

（３）「余力の確保または捻出」に関する項目

 ICT 導入等による業務全体の見直しや縮減

元来の業務の担当職種の見直し

現行担当している職種から、その他の職種へのタスク・シフト/シェア推進

その他 内容を記載して下さい

（２）「技術（質の担保）」に関する項目

新たに担当する業務の導入に向けた院内研修の実施

現行担当している職種（医師）による、教育・研修の実施

その他 内容を記載して下さい
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④

▶

▶

▶

▶

個別調査表

タスク・シフト／シェア の事例収集調査表

職種： 看護師

業務内容： 血管撮影・血管内治療中の介助・IVR(画像下治療）の介助
（終了後の圧迫止血・止血確認・圧迫解除を含む）

設問.1 上記業務内容に関係する診療科、発生する場面をお答えください。

１. 関係する診療科をお答え下さい（複数記載可）。

全診療科 内科 精神科 神経科 神経内科 呼吸器科

形成外科 美容外科 脳神経外科 呼吸器外科 心臓血管外 小児外科
消化器科 胃腸科 循環器科 小児科 外科 整形外科

産科 婦人科 眼科 耳鼻咽喉科 気管食道科 放射線科
皮膚泌尿器 皮膚科 泌尿器科 性病科 肛門科 産婦人科

　２.  当該業務が発生する場面をお答えください。その他を選択した場合は内容を記載してください（複数選択可）。

外来 病棟 救急室 集中治療室 手術室 内視鏡室

麻酔科 心療内科 アレルギー科 リウマチ科 リハビリテーション科

その他 内容を記載して下さい

設問.2  貴院ではこのタスク・シフト／シェアにいつごろお取り組みになりましたか。
2019年度以降（１年以内） 2017年度以降（３年以内） 2015年度以降（５年以内）

2014年度以前（５年以上前）

病理室 院内薬局 放射線検査室 血管造影室 リハビリ室

その他 内容を記載して下さい

　２. タスク・シフト／シェアを行う上での院内資格要件の許可者・仕組みについてお答えください。院内資格要件が
　　　 ない場合は、要件はないとお答えください。

当該業務に関する院内資格等の要件はない

当該業務に関する院内資格等が要件ある（以下のアからカも回答ください。）

ア　院内資格要件を許可権者は誰ですか。その他を選択した場合は内容を記載してください。（複数選択可）

医師（該当診療科の部長） 医師以外の医療従事者（医師以外の該当部門の部長）

設問.３  業務マニュアル／院内の資格要件等についてお答えください。

　１. タスク・シフト／シェアを行う上での「業務マニュアル」についてお答えください。作成されていない場合は、作成して
　　　 いないとお答えください。

当該業務に関する業務マニュアルは作成していない

当該業務に関する業務マニュアルを作成している（以下も回答ください。）

作成組織（委員会等）

担当委員会
その他 内容を記載して下さい

イ　院内資格要件における「座学研修」の状況をお答えください。
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約 ［時間］

約 ［円］

約 ［時間］

約 ［円／１人当たり］

約 ［件／月］

約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約

院内資格要件に座学研修がある（以下も回答ください。）

総研修時間 

外部講師を活用している場合は以下の項目に費用を回答ください。

外部講師費用

院内資格要件に座学研修はない

院内資格要件に外部研修受講はない

院内資格要件に外部研修受講がある（以下も回答ください。）

① 開催団体

② 研修名 

ウ　院内資格要件における「実務研修」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

院内資格要件に実務研修はない

院内資格要件に実務研修がある（以下も回答ください。）

総研修時間 

エ　院内資格要件における「外部研修受講」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

その他の院内資格要件

キ　業務マニュアル、資格要件等に関する資料を提供可能である場合は本回答と共に送付ください。

設問.４ タスク・シフト／シェア前後の業務実施状況の変化についてお答えください。

１．当該業務が1カ月当たりに発生する平均的な回数を回答してください。

③ 費用

オ　院内資格要件における「筆記試験」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

院内資格要件に筆記試験はない

院内資格要件に筆記試験がある

カ　院内資格要件において、その他実施している内容があればお答えください。

1カ月に発生する平均回数

　２. 「調査対象業務」の詳細業務と、タスク・シフト／シェア前後の業務実施時間（業務１件当り）を記載して
　　　下さい。詳細業務に対する業務時間が無い場合は「０」を記載してください。

タスク・シフト前
詳細業務

タスク・シフト後
医師 看護師 医師 看護師

［分／回］ ［分／回］ ［分／回］ ［分／回］
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約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
計 計 計 計

▶

▶

▶

▶

▶

0.0 0.0 ー 0.0 0.0

その他 内容を記載して下さい

２. 推進責任者についてお答えください。

医師（該当診療科の部長） 医師以外の医療従事者（医師以外の該当部門の部長）

設問.５ タスク・シフト／シェア前後の業務実施状況の変化についてお答えください。

１. タスク・シフト／シェアを行うに至った理由をお答えください。（複数回答可）

病院全体として、医師の労働時間削減のため推し進めた

該当（個別）診療科の医師から要請

医師以外の医療従事者からの要請

医師の労働時間短縮に向けた具体的方策として、タスク・シフト/シェアを推進するという意識の醸成

シフト/シェアする側の意識改革（業務を手放す）

シフト/シェアされる側の意識改革（合意形成）

各部門責任者等へのマネジメント研修･意識改革

その他 内容を記載して下さい

各種委員会
その他 内容を記載して下さい

３. タスク・シフトを実現するにあたり、特に重要な役割を果たしたと思われる項目についてお答えください。（複数回答可）

（１）「職員の意識（タスク・シフト／シェアへの理解）」に関する項目

ご協力ありがとうございました。この業務内容に関する設問は以上です。
他の業務の調査にもご協力頂いている場合は、次の個別調査表にご記入ください。

（３）「余力の確保または捻出」に関する項目

 ICT 導入等による業務全体の見直しや縮減

元来の業務の担当職種の見直し

現行担当している職種から、その他の職種へのタスク・シフト/シェア推進

その他 内容を記載して下さい

（２）「技術（質の担保）」に関する項目

新たに担当する業務の導入に向けた院内研修の実施

現行担当している職種（医師）による、教育・研修の実施

その他 内容を記載して下さい
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⑤

▶

▶

▶

▶

個別調査表

タスク・シフト／シェア の事例収集調査表

職種： 看護師

業務内容： 新生児・小児の、ワクチン接種

設問.1 上記業務内容に関係する診療科、発生する場面をお答えください。

１. 関係する診療科をお答え下さい（複数記載可）。

全診療科 内科 精神科 神経科 神経内科 呼吸器科

形成外科 美容外科 脳神経外科 呼吸器外科 心臓血管外 小児外科
消化器科 胃腸科 循環器科 小児科 外科 整形外科

産科 婦人科 眼科 耳鼻咽喉科 気管食道科 放射線科
皮膚泌尿器 皮膚科 泌尿器科 性病科 肛門科 産婦人科

　２.  当該業務が発生する場面をお答えください。その他を選択した場合は内容を記載してください（複数選択可）。

外来 病棟 救急室 集中治療室 手術室 内視鏡室

麻酔科 心療内科 アレルギー科 リウマチ科 リハビリテーション科

その他 内容を記載して下さい

設問.2  貴院ではこのタスク・シフト／シェアにいつごろお取り組みになりましたか。
2019年度以降（１年以内） 2017年度以降（３年以内） 2015年度以降（５年以内）

2014年度以前（５年以上前）

病理室 院内薬局 放射線検査室 血管造影室 リハビリ室

その他 内容を記載して下さい

　２. タスク・シフト／シェアを行う上での院内資格要件の許可者・仕組みについてお答えください。院内資格要件が
　　　 ない場合は、要件はないとお答えください。

当該業務に関する院内資格等の要件はない

当該業務に関する院内資格等が要件ある（以下のアからカも回答ください。）

ア　院内資格要件を許可権者は誰ですか。その他を選択した場合は内容を記載してください。（複数選択可）

医師（該当診療科の部長） 医師以外の医療従事者（医師以外の該当部門の部長）

設問.３  業務マニュアル／院内の資格要件等についてお答えください。

　１. タスク・シフト／シェアを行う上での「業務マニュアル」についてお答えください。作成されていない場合は、作成して
　　　 いないとお答えください。

当該業務に関する業務マニュアルは作成していない

当該業務に関する業務マニュアルを作成している（以下も回答ください。）

作成組織（委員会等）

担当委員会
その他 内容を記載して下さい

イ　院内資格要件における「座学研修」の状況をお答えください。
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約 ［時間］

約 ［円］

約 ［時間］

約 ［円／１人当たり］

約 ［件／月］

約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約

院内資格要件に座学研修がある（以下も回答ください。）

総研修時間 

外部講師を活用している場合は以下の項目に費用を回答ください。

外部講師費用

院内資格要件に座学研修はない

院内資格要件に外部研修受講はない

院内資格要件に外部研修受講がある（以下も回答ください。）

① 開催団体

② 研修名 

ウ　院内資格要件における「実務研修」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

院内資格要件に実務研修はない

院内資格要件に実務研修がある（以下も回答ください。）

総研修時間 

エ　院内資格要件における「外部研修受講」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

その他の院内資格要件

キ　業務マニュアル、資格要件等に関する資料を提供可能である場合は本回答と共に送付ください。

設問.４ タスク・シフト／シェア前後の業務実施状況の変化についてお答えください。

１．当該業務が1カ月当たりに発生する平均的な回数を回答してください。

③ 費用

オ　院内資格要件における「筆記試験」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

院内資格要件に筆記試験はない

院内資格要件に筆記試験がある

カ　院内資格要件において、その他実施している内容があればお答えください。

1カ月に発生する平均回数

　２. 「調査対象業務」の詳細業務と、タスク・シフト／シェア前後の業務実施時間（業務１件当り）を記載して
　　　下さい。詳細業務に対する業務時間が無い場合は「０」を記載してください。

タスク・シフト前
詳細業務

タスク・シフト後
医師 看護師 医師 看護師

［分／回］ ［分／回］ ［分／回］ ［分／回］
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約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
計 計 計 計

▶

▶

▶

▶

▶

0.0 0.0 ー 0.0 0.0

その他 内容を記載して下さい

２. 推進責任者についてお答えください。

医師（該当診療科の部長） 医師以外の医療従事者（医師以外の該当部門の部長）

設問.５ タスク・シフト／シェア前後の業務実施状況の変化についてお答えください。

１. タスク・シフト／シェアを行うに至った理由をお答えください。（複数回答可）

病院全体として、医師の労働時間削減のため推し進めた

該当（個別）診療科の医師から要請

医師以外の医療従事者からの要請

医師の労働時間短縮に向けた具体的方策として、タスク・シフト/シェアを推進するという意識の醸成

シフト/シェアする側の意識改革（業務を手放す）

シフト/シェアされる側の意識改革（合意形成）

各部門責任者等へのマネジメント研修･意識改革

その他 内容を記載して下さい

各種委員会
その他 内容を記載して下さい

３. タスク・シフトを実現するにあたり、特に重要な役割を果たしたと思われる項目についてお答えください。（複数回答可）

（１）「職員の意識（タスク・シフト／シェアへの理解）」に関する項目

ご協力ありがとうございました。この業務内容に関する設問は以上です。
他の業務の調査にもご協力頂いている場合は、次の個別調査表にご記入ください。

（３）「余力の確保または捻出」に関する項目

 ICT 導入等による業務全体の見直しや縮減

元来の業務の担当職種の見直し

現行担当している職種から、その他の職種へのタスク・シフト/シェア推進

その他 内容を記載して下さい

（２）「技術（質の担保）」に関する項目

新たに担当する業務の導入に向けた院内研修の実施

現行担当している職種（医師）による、教育・研修の実施

その他 内容を記載して下さい
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⑥

▶

▶

▶

▶

個別調査表

タスク・シフト／シェア の事例収集調査表

職種： 看護師

業務内容： 新生児・小児の、皮下注射・筋肉注射・静脈注射

設問.1 上記業務内容に関係する診療科、発生する場面をお答えください。

１. 関係する診療科をお答え下さい（複数記載可）。

全診療科 内科 精神科 神経科 神経内科 呼吸器科

形成外科 美容外科 脳神経外科 呼吸器外科 心臓血管外 小児外科
消化器科 胃腸科 循環器科 小児科 外科 整形外科

産科 婦人科 眼科 耳鼻咽喉科 気管食道科 放射線科
皮膚泌尿器 皮膚科 泌尿器科 性病科 肛門科 産婦人科

　２.  当該業務が発生する場面をお答えください。その他を選択した場合は内容を記載してください（複数選択可）。

外来 病棟 救急室 集中治療室 手術室 内視鏡室

麻酔科 心療内科 アレルギー科 リウマチ科 リハビリテーション科

その他 内容を記載して下さい

設問.2  貴院ではこのタスク・シフト／シェアにいつごろお取り組みになりましたか。
2019年度以降（１年以内） 2017年度以降（３年以内） 2015年度以降（５年以内）

2014年度以前（５年以上前）

病理室 院内薬局 放射線検査室 血管造影室 リハビリ室

その他 内容を記載して下さい

　２. タスク・シフト／シェアを行う上での院内資格要件の許可者・仕組みについてお答えください。院内資格要件が
　　　 ない場合は、要件はないとお答えください。

当該業務に関する院内資格等の要件はない

当該業務に関する院内資格等が要件ある（以下のアからカも回答ください。）

ア　院内資格要件を許可権者は誰ですか。その他を選択した場合は内容を記載してください。（複数選択可）

医師（該当診療科の部長） 医師以外の医療従事者（医師以外の該当部門の部長）

設問.３  業務マニュアル／院内の資格要件等についてお答えください。

　１. タスク・シフト／シェアを行う上での「業務マニュアル」についてお答えください。作成されていない場合は、作成して
　　　 いないとお答えください。

当該業務に関する業務マニュアルは作成していない

当該業務に関する業務マニュアルを作成している（以下も回答ください。）

作成組織（委員会等）

担当委員会
その他 内容を記載して下さい

イ　院内資格要件における「座学研修」の状況をお答えください。
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約 ［時間］

約 ［円］

約 ［時間］

約 ［円／１人当たり］

約 ［件／月］

約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約

院内資格要件に座学研修がある（以下も回答ください。）

総研修時間 

外部講師を活用している場合は以下の項目に費用を回答ください。

外部講師費用

院内資格要件に座学研修はない

院内資格要件に外部研修受講はない

院内資格要件に外部研修受講がある（以下も回答ください。）

① 開催団体

② 研修名 

ウ　院内資格要件における「実務研修」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

院内資格要件に実務研修はない

院内資格要件に実務研修がある（以下も回答ください。）

総研修時間 

エ　院内資格要件における「外部研修受講」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

その他の院内資格要件

キ　業務マニュアル、資格要件等に関する資料を提供可能である場合は本回答と共に送付ください。

設問.４ タスク・シフト／シェア前後の業務実施状況の変化についてお答えください。

１．当該業務が1カ月当たりに発生する平均的な回数を回答してください。

③ 費用

オ　院内資格要件における「筆記試験」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

院内資格要件に筆記試験はない

院内資格要件に筆記試験がある

カ　院内資格要件において、その他実施している内容があればお答えください。

1カ月に発生する平均回数

　２. 「調査対象業務」の詳細業務と、タスク・シフト／シェア前後の業務実施時間（業務１件当り）を記載して
　　　下さい。詳細業務に対する業務時間が無い場合は「０」を記載してください。

タスク・シフト前
詳細業務

タスク・シフト後
医師 看護師 医師 看護師

［分／回］ ［分／回］ ［分／回］ ［分／回］
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約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
計 計 計 計

▶

▶

▶

▶

▶

0.0 0.0 ー 0.0 0.0

その他 内容を記載して下さい

２. 推進責任者についてお答えください。

医師（該当診療科の部長） 医師以外の医療従事者（医師以外の該当部門の部長）

設問.５ タスク・シフト／シェア前後の業務実施状況の変化についてお答えください。

１. タスク・シフト／シェアを行うに至った理由をお答えください。（複数回答可）

病院全体として、医師の労働時間削減のため推し進めた

該当（個別）診療科の医師から要請

医師以外の医療従事者からの要請

医師の労働時間短縮に向けた具体的方策として、タスク・シフト/シェアを推進するという意識の醸成

シフト/シェアする側の意識改革（業務を手放す）

シフト/シェアされる側の意識改革（合意形成）

各部門責任者等へのマネジメント研修･意識改革

その他 内容を記載して下さい

各種委員会
その他 内容を記載して下さい

３. タスク・シフトを実現するにあたり、特に重要な役割を果たしたと思われる項目についてお答えください。（複数回答可）

（１）「職員の意識（タスク・シフト／シェアへの理解）」に関する項目

ご協力ありがとうございました。この業務内容に関する設問は以上です。
他の業務の調査にもご協力頂いている場合は、次の個別調査表にご記入ください。

（３）「余力の確保または捻出」に関する項目

 ICT 導入等による業務全体の見直しや縮減

元来の業務の担当職種の見直し

現行担当している職種から、その他の職種へのタスク・シフト/シェア推進

その他 内容を記載して下さい

（２）「技術（質の担保）」に関する項目

新たに担当する業務の導入に向けた院内研修の実施

現行担当している職種（医師）による、教育・研修の実施

その他 内容を記載して下さい
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⑦

▶

▶

▶

▶

個別調査表

タスク・シフト／シェア の事例収集調査表

職種： 看護師

業務内容： 新生児・小児の、静脈採血

設問.1 上記業務内容に関係する診療科、発生する場面をお答えください。

１. 関係する診療科をお答え下さい（複数記載可）。

全診療科 内科 精神科 神経科 神経内科 呼吸器科

形成外科 美容外科 脳神経外科 呼吸器外科 心臓血管外 小児外科
消化器科 胃腸科 循環器科 小児科 外科 整形外科

産科 婦人科 眼科 耳鼻咽喉科 気管食道科 放射線科
皮膚泌尿器 皮膚科 泌尿器科 性病科 肛門科 産婦人科

　２.  当該業務が発生する場面をお答えください。その他を選択した場合は内容を記載してください（複数選択可）。

外来 病棟 救急室 集中治療室 手術室 内視鏡室

麻酔科 心療内科 アレルギー科 リウマチ科 リハビリテーション科

その他 内容を記載して下さい

設問.2  貴院ではこのタスク・シフト／シェアにいつごろお取り組みになりましたか。
2019年度以降（１年以内） 2017年度以降（３年以内） 2015年度以降（５年以内）

2014年度以前（５年以上前）

病理室 院内薬局 放射線検査室 血管造影室 リハビリ室

その他 内容を記載して下さい

　２. タスク・シフト／シェアを行う上での院内資格要件の許可者・仕組みについてお答えください。院内資格要件が
　　　 ない場合は、要件はないとお答えください。

当該業務に関する院内資格等の要件はない

当該業務に関する院内資格等が要件ある（以下のアからカも回答ください。）

ア　院内資格要件を許可権者は誰ですか。その他を選択した場合は内容を記載してください。（複数選択可）

医師（該当診療科の部長） 医師以外の医療従事者（医師以外の該当部門の部長）

設問.３  業務マニュアル／院内の資格要件等についてお答えください。

　１. タスク・シフト／シェアを行う上での「業務マニュアル」についてお答えください。作成されていない場合は、作成して
　　　 いないとお答えください。

当該業務に関する業務マニュアルは作成していない

当該業務に関する業務マニュアルを作成している（以下も回答ください。）

作成組織（委員会等）

担当委員会
その他 内容を記載して下さい

イ　院内資格要件における「座学研修」の状況をお答えください。
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約 ［時間］

約 ［円］

約 ［時間］

約 ［円／１人当たり］

約 ［件／月］

約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約

院内資格要件に座学研修がある（以下も回答ください。）

総研修時間 

外部講師を活用している場合は以下の項目に費用を回答ください。

外部講師費用

院内資格要件に座学研修はない

院内資格要件に外部研修受講はない

院内資格要件に外部研修受講がある（以下も回答ください。）

① 開催団体

② 研修名 

ウ　院内資格要件における「実務研修」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

院内資格要件に実務研修はない

院内資格要件に実務研修がある（以下も回答ください。）

総研修時間 

エ　院内資格要件における「外部研修受講」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

その他の院内資格要件

キ　業務マニュアル、資格要件等に関する資料を提供可能である場合は本回答と共に送付ください。

設問.４ タスク・シフト／シェア前後の業務実施状況の変化についてお答えください。

１．当該業務が1カ月当たりに発生する平均的な回数を回答してください。

③ 費用

オ　院内資格要件における「筆記試験」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

院内資格要件に筆記試験はない

院内資格要件に筆記試験がある

カ　院内資格要件において、その他実施している内容があればお答えください。

1カ月に発生する平均回数

　２. 「調査対象業務」の詳細業務と、タスク・シフト／シェア前後の業務実施時間（業務１件当り）を記載して
　　　下さい。詳細業務に対する業務時間が無い場合は「０」を記載してください。

タスク・シフト前
詳細業務

タスク・シフト後
医師 看護師 医師 看護師

［分／回］ ［分／回］ ［分／回］ ［分／回］

3-《参考資料》別紙資料2-22



約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
計 計 計 計

▶

▶

▶

▶

▶

0.0 0.0 ー 0.0 0.0

その他 内容を記載して下さい

２. 推進責任者についてお答えください。

医師（該当診療科の部長） 医師以外の医療従事者（医師以外の該当部門の部長）

設問.５ タスク・シフト／シェア前後の業務実施状況の変化についてお答えください。

１. タスク・シフト／シェアを行うに至った理由をお答えください。（複数回答可）

病院全体として、医師の労働時間削減のため推し進めた

該当（個別）診療科の医師から要請

医師以外の医療従事者からの要請

医師の労働時間短縮に向けた具体的方策として、タスク・シフト/シェアを推進するという意識の醸成

シフト/シェアする側の意識改革（業務を手放す）

シフト/シェアされる側の意識改革（合意形成）

各部門責任者等へのマネジメント研修･意識改革

その他 内容を記載して下さい

各種委員会
その他 内容を記載して下さい

３. タスク・シフトを実現するにあたり、特に重要な役割を果たしたと思われる項目についてお答えください。（複数回答可）

（１）「職員の意識（タスク・シフト／シェアへの理解）」に関する項目

ご協力ありがとうございました。この業務内容に関する設問は以上です。
他の業務の調査にもご協力頂いている場合は、次の個別調査表にご記入ください。

（３）「余力の確保または捻出」に関する項目

 ICT 導入等による業務全体の見直しや縮減

元来の業務の担当職種の見直し

現行担当している職種から、その他の職種へのタスク・シフト/シェア推進

その他 内容を記載して下さい

（２）「技術（質の担保）」に関する項目

新たに担当する業務の導入に向けた院内研修の実施

現行担当している職種（医師）による、教育・研修の実施

その他 内容を記載して下さい
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⑧

▶

▶

▶

▶

個別調査表

タスク・シフト／シェア の事例収集調査表

職種： 看護師

業務内容： （新生児・小児／一般患者別の）動脈路からの採血

設問.1 上記業務内容に関係する診療科、発生する場面をお答えください。

１. 関係する診療科をお答え下さい（複数記載可）。

全診療科 内科 精神科 神経科 神経内科 呼吸器科

形成外科 美容外科 脳神経外科 呼吸器外科 心臓血管外 小児外科
消化器科 胃腸科 循環器科 小児科 外科 整形外科

産科 婦人科 眼科 耳鼻咽喉科 気管食道科 放射線科
皮膚泌尿器 皮膚科 泌尿器科 性病科 肛門科 産婦人科

　２.  当該業務が発生する場面をお答えください。その他を選択した場合は内容を記載してください（複数選択可）。

外来 病棟 救急室 集中治療室 手術室 内視鏡室

麻酔科 心療内科 アレルギー科 リウマチ科 リハビリテーション科

その他 内容を記載して下さい

設問.2  貴院ではこのタスク・シフト／シェアにいつごろお取り組みになりましたか。
2019年度以降（１年以内） 2017年度以降（３年以内） 2015年度以降（５年以内）

2014年度以前（５年以上前）

病理室 院内薬局 放射線検査室 血管造影室 リハビリ室

その他 内容を記載して下さい

　２. タスク・シフト／シェアを行う上での院内資格要件の許可者・仕組みについてお答えください。院内資格要件が
　　　 ない場合は、要件はないとお答えください。

当該業務に関する院内資格等の要件はない

当該業務に関する院内資格等が要件ある（以下のアからカも回答ください。）

ア　院内資格要件を許可権者は誰ですか。その他を選択した場合は内容を記載してください。（複数選択可）

医師（該当診療科の部長） 医師以外の医療従事者（医師以外の該当部門の部長）

設問.３  業務マニュアル／院内の資格要件等についてお答えください。

　１. タスク・シフト／シェアを行う上での「業務マニュアル」についてお答えください。作成されていない場合は、作成して
　　　 いないとお答えください。

当該業務に関する業務マニュアルは作成していない

当該業務に関する業務マニュアルを作成している（以下も回答ください。）

作成組織（委員会等）

担当委員会
その他 内容を記載して下さい

イ　院内資格要件における「座学研修」の状況をお答えください。
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約 ［時間］

約 ［円］

約 ［時間］

約 ［円／１人当たり］

約 ［件／月］

約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約

院内資格要件に座学研修がある（以下も回答ください。）

総研修時間 

外部講師を活用している場合は以下の項目に費用を回答ください。

外部講師費用

院内資格要件に座学研修はない

院内資格要件に外部研修受講はない

院内資格要件に外部研修受講がある（以下も回答ください。）

① 開催団体

② 研修名 

ウ　院内資格要件における「実務研修」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

院内資格要件に実務研修はない

院内資格要件に実務研修がある（以下も回答ください。）

総研修時間 

エ　院内資格要件における「外部研修受講」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

その他の院内資格要件

キ　業務マニュアル、資格要件等に関する資料を提供可能である場合は本回答と共に送付ください。

設問.４ タスク・シフト／シェア前後の業務実施状況の変化についてお答えください。

１．当該業務が1カ月当たりに発生する平均的な回数を回答してください。

③ 費用

オ　院内資格要件における「筆記試験」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

院内資格要件に筆記試験はない

院内資格要件に筆記試験がある

カ　院内資格要件において、その他実施している内容があればお答えください。

1カ月に発生する平均回数

　２. 「調査対象業務」の詳細業務と、タスク・シフト／シェア前後の業務実施時間（業務１件当り）を記載して
　　　下さい。詳細業務に対する業務時間が無い場合は「０」を記載してください。

タスク・シフト前
詳細業務

タスク・シフト後
医師 看護師 医師 看護師

［分／回］ ［分／回］ ［分／回］ ［分／回］
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約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
計 計 計 計

▶

▶

▶

▶

▶

0.0 0.0 ー 0.0 0.0

その他 内容を記載して下さい

２. 推進責任者についてお答えください。

医師（該当診療科の部長） 医師以外の医療従事者（医師以外の該当部門の部長）

設問.５ タスク・シフト／シェア前後の業務実施状況の変化についてお答えください。

１. タスク・シフト／シェアを行うに至った理由をお答えください。（複数回答可）

病院全体として、医師の労働時間削減のため推し進めた

該当（個別）診療科の医師から要請

医師以外の医療従事者からの要請

医師の労働時間短縮に向けた具体的方策として、タスク・シフト/シェアを推進するという意識の醸成

シフト/シェアする側の意識改革（業務を手放す）

シフト/シェアされる側の意識改革（合意形成）

各部門責任者等へのマネジメント研修･意識改革

その他 内容を記載して下さい

各種委員会
その他 内容を記載して下さい

３. タスク・シフトを実現するにあたり、特に重要な役割を果たしたと思われる項目についてお答えください。（複数回答可）

（１）「職員の意識（タスク・シフト／シェアへの理解）」に関する項目

ご協力ありがとうございました。この業務内容に関する設問は以上です。
他の業務の調査にもご協力頂いている場合は、次の個別調査表にご記入ください。

（３）「余力の確保または捻出」に関する項目

 ICT 導入等による業務全体の見直しや縮減

元来の業務の担当職種の見直し

現行担当している職種から、その他の職種へのタスク・シフト/シェア推進

その他 内容を記載して下さい

（２）「技術（質の担保）」に関する項目

新たに担当する業務の導入に向けた院内研修の実施

現行担当している職種（医師）による、教育・研修の実施

その他 内容を記載して下さい
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⑨

▶

▶

▶

▶

個別調査表

タスク・シフト／シェア の事例収集調査表

職種： 看護師

業務内容： 新生児・小児の、静脈路確保

設問.1 上記業務内容に関係する診療科、発生する場面をお答えください。

１. 関係する診療科をお答え下さい（複数記載可）。

全診療科 内科 精神科 神経科 神経内科 呼吸器科

形成外科 美容外科 脳神経外科 呼吸器外科 心臓血管外 小児外科
消化器科 胃腸科 循環器科 小児科 外科 整形外科

産科 婦人科 眼科 耳鼻咽喉科 気管食道科 放射線科
皮膚泌尿器 皮膚科 泌尿器科 性病科 肛門科 産婦人科

　２.  当該業務が発生する場面をお答えください。その他を選択した場合は内容を記載してください（複数選択可）。

外来 病棟 救急室 集中治療室 手術室 内視鏡室

麻酔科 心療内科 アレルギー科 リウマチ科 リハビリテーション科

その他 内容を記載して下さい

設問.2  貴院ではこのタスク・シフト／シェアにいつごろお取り組みになりましたか。
2019年度以降（１年以内） 2017年度以降（３年以内） 2015年度以降（５年以内）

2014年度以前（５年以上前）

病理室 院内薬局 放射線検査室 血管造影室 リハビリ室

その他 内容を記載して下さい

　２. タスク・シフト／シェアを行う上での院内資格要件の許可者・仕組みについてお答えください。院内資格要件が
　　　 ない場合は、要件はないとお答えください。

当該業務に関する院内資格等の要件はない

当該業務に関する院内資格等が要件ある（以下のアからカも回答ください。）

ア　院内資格要件を許可権者は誰ですか。その他を選択した場合は内容を記載してください。（複数選択可）

医師（該当診療科の部長） 医師以外の医療従事者（医師以外の該当部門の部長）

設問.３  業務マニュアル／院内の資格要件等についてお答えください。

　１. タスク・シフト／シェアを行う上での「業務マニュアル」についてお答えください。作成されていない場合は、作成して
　　　 いないとお答えください。

当該業務に関する業務マニュアルは作成していない

当該業務に関する業務マニュアルを作成している（以下も回答ください。）

作成組織（委員会等）

担当委員会
その他 内容を記載して下さい

イ　院内資格要件における「座学研修」の状況をお答えください。
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約 ［時間］

約 ［円］

約 ［時間］

約 ［円／１人当たり］

約 ［件／月］

約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約

院内資格要件に座学研修がある（以下も回答ください。）

総研修時間 

外部講師を活用している場合は以下の項目に費用を回答ください。

外部講師費用

院内資格要件に座学研修はない

院内資格要件に外部研修受講はない

院内資格要件に外部研修受講がある（以下も回答ください。）

① 開催団体

② 研修名 

ウ　院内資格要件における「実務研修」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

院内資格要件に実務研修はない

院内資格要件に実務研修がある（以下も回答ください。）

総研修時間 

エ　院内資格要件における「外部研修受講」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

その他の院内資格要件

キ　業務マニュアル、資格要件等に関する資料を提供可能である場合は本回答と共に送付ください。

設問.４ タスク・シフト／シェア前後の業務実施状況の変化についてお答えください。

１．当該業務が1カ月当たりに発生する平均的な回数を回答してください。

③ 費用

オ　院内資格要件における「筆記試験」の状況をお答えください。以下のいずれかを選択してください。

院内資格要件に筆記試験はない

院内資格要件に筆記試験がある

カ　院内資格要件において、その他実施している内容があればお答えください。

1カ月に発生する平均回数

　２. 「調査対象業務」の詳細業務と、タスク・シフト／シェア前後の業務実施時間（業務１件当り）を記載して
　　　下さい。詳細業務に対する業務時間が無い場合は「０」を記載してください。

タスク・シフト前
詳細業務

タスク・シフト後
医師 看護師 医師 看護師

［分／回］ ［分／回］ ［分／回］ ［分／回］
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約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
約 約 約 約
計 計 計 計

▶

▶

▶

▶

▶

0.0 0.0 ー 0.0 0.0

その他 内容を記載して下さい

２. 推進責任者についてお答えください。

医師（該当診療科の部長） 医師以外の医療従事者（医師以外の該当部門の部長）

設問.５ タスク・シフト／シェア前後の業務実施状況の変化についてお答えください。

１. タスク・シフト／シェアを行うに至った理由をお答えください。（複数回答可）

病院全体として、医師の労働時間削減のため推し進めた

該当（個別）診療科の医師から要請

医師以外の医療従事者からの要請

医師の労働時間短縮に向けた具体的方策として、タスク・シフト/シェアを推進するという意識の醸成

シフト/シェアする側の意識改革（業務を手放す）

シフト/シェアされる側の意識改革（合意形成）

各部門責任者等へのマネジメント研修･意識改革

その他 内容を記載して下さい

各種委員会
その他 内容を記載して下さい

３. タスク・シフトを実現するにあたり、特に重要な役割を果たしたと思われる項目についてお答えください。（複数回答可）

（１）「職員の意識（タスク・シフト／シェアへの理解）」に関する項目

ご協力ありがとうございました。この業務内容に関する設問は以上です。
他の業務の調査にもご協力頂いている場合は、次の個別調査表にご記入ください。

（３）「余力の確保または捻出」に関する項目

 ICT 導入等による業務全体の見直しや縮減

元来の業務の担当職種の見直し

現行担当している職種から、その他の職種へのタスク・シフト/シェア推進

その他 内容を記載して下さい

（２）「技術（質の担保）」に関する項目

新たに担当する業務の導入に向けた院内研修の実施

現行担当している職種（医師）による、教育・研修の実施

その他 内容を記載して下さい
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